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巻 頭 言

大学教育の DX 化と初年次における 
効果的な情報リテラシー教育の実現に向けて

インフォメーションテクノロジーセンター副所長
社会安全学部准教授　河　野　和　宏

　新型コロナウイルス感染症（COVID－19）が日本で流行してから 2 年が経過し、多くの大

学では、遠隔方式での授業も提供しつつも対面で授業を行うようになってきている。文部科

学省が2022年 6 月 3 日に公開した「大学等における令和 4 年度前期の授業の実施方針等に関

する調査及び学生の修学状況（中退・休学）等に関する調査の結果について（周知）」による

と、調査対象となった国公私立大学（短期大学を含む）および高等専門学校1,165校のうち、

半分以上を対面授業とする予定とした大学等は1,157校、7 割以上を対面授業とする予定とし

た大学等は1,116校と、前者が全体の99.3％、後者が95.8％を占める結果となっている。さ

らに、この調査からは、全面対面、つまりコロナ禍以前の方針で実施予定とした大学等が646

校と、半数を超える55.5％を占めていることも明らかとなっており、大学の授業実施形態と

いう観点から見れば、COVID－19流行前の日常が戻りつつあるといえる。

　一方、コロナ禍により強制的に遠隔授業を実施する運びになったものの、対面授業にはな

い遠隔授業の魅力に気づき、COVID－19の影響が少なくなっても遠隔授業をそのまま提供す

る動きも出てきている。本学でも、2021年 7 月に制定された遠隔授業運用要領およびオンデ

マンド配信授業実施ガイドラインをふまえ、授業科目の特性に応じて、遠隔授業の一つであ

るオンデマンド配信授業を学部ごとに実施できるようになった。これまでは履修者の人数が

多くリスク回避のために行わざるをえなかった遠隔授業を、教育の質を向上させるために積

極的に行おうとする取り組みは、まさに教育の DX 化（デジタル・トランスフォーメーショ

ン）の代表例といえよう。

　こうしたDXの動きに対応していくため、ITセンターの役割はより重要になってくる。筆

者が特に気にしているのは、教職員・学生といったユーザへのサポート体制であり、さまざ

まな IT システムに対するマニュアルや Q&Aの整備はもちろんのこと、そうした IT システ

ムを適切に使いこなせるよう、ユーザの情報リテラシーを向上させる取り組みを強化してい

く必要があると感じている。

　そこで IT センターでは、2021年度に、各学部の情報リテラシー教育の現状を共有しつつ、

IT センターとして学生の情報リテラシー向上にどのような形で貢献すべきかを検討するた
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め、各学部における初年次の情報リテラシー教育の状況を把握するアンケート調査を実施し

た。具体的な調査内容や結果の概要は別稿に譲るとして、教員視点からはカリキュラム上で

の時間不足や情報リテラシーを扱う専門教員の不足、学生視点からは学生間のリテラシーの

差、といった課題があること、それら課題の解決のために IT センターには情報リテラシー

を学ぶ動画や e－ラーニング・出張講義などを求めていることがわかった。

　この調査結果を踏まえ、2022年 3 月30日に、情報リテラシー向上のための動画コンテンツ

を 8 本作成・公開している。コピペ・引用やメール・スマホマナーといった一般的な大学生

活に関わる内容のものから、最近問題となることが多い SNS 上での著作権侵害や誹謗・中

傷、パスワード管理に代表される基礎的なセキュリティの内容まで、これから ITシステム・

サービスを利用していくうえで最低限知っておいてほしいモラルやリテラシーが中心となっ

ている。基本的には 5 分前後の動画とすることで手軽に利用できるようにしている。利用シ

ーンとしては、学生の自習だけでなく授業利用も想定しており、たとえば専門教員がおらず

説明が難しい内容をこれらの動画でサポートすることを考えている。現在は、動画の視聴状

況を分析しつつ、アンケートから得られたさまざまな知見もふまえ、動画コンテンツの拡充

や幅広く利用していただくための施策を考えている。

　これらの調査や動画作成・公開にあたっては、IT センターに関係する教職員だけでなく、

本学の教職員のみなさまには多大なご負担をおかけした。心より感謝を申し上げる次第であ

る。これからも、学生だけでなく教職員も含め、本学の関係者全員が十二分に IT システム

を利活用できるよう、必要なサービスを提供しつつ、皆様のリテラシー向上に努めていく所

存である。今後も引き続き IT センターにご協力をお願い申し上げる次第である。
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教育・研究報告

文理融合学部における AI 教育の実践： 
文系にもわかりやすい実習を目指して

社会安全学部准教授　河　野　和　宏

1 ．はじめに

　2019年に発表された AI 戦略2019［1］を契機に、小学生から大学生までの各年代において、

DS（Data Science：データサイエンス）や AI（Artificial Intelligence：人工知能）、数理、

プログラミングに関する教育が活発に行われるようになった。本稿が対象とする大学での教

育に関しても、2021年に文科省により創設された「数理・データサイエンス・AI 教育プログ

ラム認定制度」［2］において、2021年 8 月時点で早くも78件1）の教育プログラムが認定される

など、大学におけるDSやAI に関する教育は現代において必須のものとなっている。関西大

学でも、2021年度から「数理・データサイエンス・AI」に関する知識を習得できる全学共通

カリキュラムを設置し［3］、2021年度は 2 科目、2022年度はあらたに 2 科目追加し合計 4 科目

の DS や AI に関する講義科目を提供している2）。

　ここで、2021年度から本学で提供している 2 科目について詳しく見ると、この 2 つの科目

は DS や AI に関する基礎知識を身に着け、社会でどのように活用しているかを知る教養科目

となっている。どちらの科目も、受講生は、現代社会では DS・AI に関する知識・スキルは

必須であると感じて意欲的に学習に取り組み、授業内容も受講生からは高評価だった、とい

う話を伺っている。一方で、2 科目ともオンデマンド配信授業ということもあり、自身でデー

タを集め、分析し、活用する機会が少なく、知識としてDS や AI の活用方法・事例を知って

いるだけの状態になっていることが懸念される。たとえば、上記の 2 科目のうち、春学期開講

の「活用法を見聞するAI・データサイエンス」の 1 回分を筆者が担当している。この科目で

はオンデマンド配信による動画を閲覧後、小テストを通して学生の理解度を確認することにな

っている。筆者が提示した問題のほとんどは知識を問う問題であるが、 1 問だけ架空のデー

タを提示してそのデータから言えることを読み取る問題を出したところ、知識を問う問題の平

均正答率が約95％だったのに対し、その問題だけ正答率が約60％と、低い数値であった。こ

れは、DS や AI を実際に活用するには知識だけでなく実際にデータを活用する実践的な教育

 1）	2021年 8 月 4 日に公表された、リテラシーレベルを対象とした教育プログラムの件数である。
 2）	2021年度の 2科目は「活用法を見聞するAI・データサイエンス」「活用法を体験するAI・データサイエ
ンス」であり、2022年度に追加された 2科目は「社会のためのデータサイエンス実践基礎」「AI・データエ
ンジニアリング実践基礎」である。
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が必要であることの証左であろう。そのため、全学共通カリキュラムであれば、2022年度か

ら開講される、DS や AI における基礎的な実践能力を養う 2 科目、もしくは各学部で個別に

提供されている実践教育プログラム・カリキュラムを受講する必要があると考えられる。

　本稿では、大学生が社会の中で使われている AI を使いこなすようになるための教育を実

現する一つの試みとして、筆者が所属する社会安全学部で2020年度から提供する実習科目

「AI 実習」の内容について紹介する。AI 実習では、AI には何ができて何ができないのかを

体験的に学ぶことで、AI を正しく利活用する能力を身に着けることを目標としている。その

ため、情報系の学部にあるようなプログラミングスキルや統計処理で利用される IBM SPSS 

Statistics の活用スキルといった、特定の IT スキルの獲得は必ずしも目標とはしていない。

AI の得手不得手を理解し、履修後にAI を用いたさまざまなシステム・サービスを正しく活

用できるようになることを目指して実習を行っている。

　なお、AI 実習を実施するにあたり、文理融合学部の特徴である多種多様な学生が存在し

ITリテラシーに大きな差があること、 1 年次からも履修可能な科目であり学部カリキュラム

の多くが未履修であることなどを踏まえて授業計画を立てている。特に、文系学生に対して、

教養としてAI に関する知識を身に着けるのではなく、AI やデータを利活用する力を身に着

けてもらうため、理系によくあるプログラミングを軸とした実習とは異なる方式で実習を行

っている。ただ、授業評価アンケートからは難しいと感じる履修者が一定数いることがわか

っており、まだ多くの観点で工夫すべき点はあると考えるものの、今後の AI 教育の参考に

なればと考え、本稿を執筆する。

2 ．社会安全学部における IT・AI・DS 教育と AI 実習の位置づけ

　筆者が所属する社会安全学部では、「防災・減災対策や事故防止、危機管理のための政策立

案とその実践ができる、高度な情報処理能力を有した社会貢献型人材」［4］の育成を目標とし

ている。特に、高度な情報処理能力を身に着けるために、本学部では数理や IT 技術、統計

処理に関する講義・実習を数多く提供している。さらに2020年度からは AI 実習をあらたに

提供するなど、「AI ×社会安全」をキーワードに 4 年間で AI や DS を学ぶことができる環

境を整えている。

　AI 実習は、配当年次が 1 年次の科目であるものの、AI を利活用できる能力を身に着ける

ための実践的な実習科目である。本学部での AI・DS 教育における AI 実習の位置づけを明

確にするために、社会安全学部の学部案内パンフレット（学部案内 2022）を参考に、AI や

DS に関する一部科目の位置づけを図 1 に示す。

　図 1 に示す通り、本学部における AI・DS 教育はリテラシー教育から応用基礎教育までを

考えている。つまり、AI を作り出すようなエキスパートな人材というより、AI を用いて社

会の課題を解決し、安全・安心な社会を構築することができる人材を育成することを目標と
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習 I・II などを学習して得られた AI・DS に関する知見をもとに、高度な研究を遂行することが
期待されている。 
 

 

図 1 社会安全学部における AI・DS教育（一部科目のみ）5。 
 
3. AI活用リテラシーの向上に向けた実習科目「AI実習」の概要 

AI 実習の内容を紹介する前に、AI 実習を履修する学生の特徴を述べ、授業計画を立てる上で
考慮すべき事項をまとめる。 
まず、AI実習の履修者の観点から考慮すべき点をあげる。AI実習は 1年次秋学期開講の科目
ということもあり、履修者の多くは 1年次生である。そのため、1年次春学期に必修科目である
IT実習を通して ITスキル、具体的には PC操作スキルや Microsoft Officeの利用スキルを身に
着けたあと、AI実習を履修することになる。他に 1年次春学期の必修科目として、大学での学び
方を知る入門演習や安全に関する各種問題を鳥瞰的に学ぶ社会安全学総論 I、語学（英語科目）
があり、選択必修科目として数学の基礎理論を学ぶ社会安全のための数学 Iがあるが、これらの
科目は AI リテラシーとは直接関わりのない科目である。本学が 1 年次春学期に提供する「活用
法を見聞する AI・データサイエンス」科目も含め、他の科目はすべて選択科目であり、どの科目
を履修するかは学生に委ねられている。以上を踏まえると、AI実習を履修する学生は一定の PC
操作スキル・Office ソフトの操作スキルがあるだけで、プログラミングや AI に関する知識はな
いということを想定する必要がある。さらに、第 1節で述べた通り、本学部は文理融合学部であ
り、数学の得手不得手、IT スキルの得手不得手が学生間にあることも考慮しなくてはならない。 
履修者の特徴以外の観点からは、本授業は 1 単位の実習科目である点や本学が BYOD を推進
している点を考慮する必要がある。特に前者は、45時間（授業時間の学修で 30時間と授業時間
外の学修で 15 時間）の学修時間で単位が取得できるように授業を設計する必要があることを示
している。 
以上をまとめると、 
・ Officeソフトを一定程度活用することができる 
・ ITスキルや数学に関する知識は一定程度あるものの、学生間で差がある 
・ プログラミングを習っていない 
・ AIに関する知識を持っていない 

 
5 図 1では、AI実習も含めた 1年次配当科目がリテラシー教育に相当するような配置になって
いるが、年次配当で分けているだけである。そのため、モデルカリキュラムの観点からみる

と、AI実習は、リテラシーレベルの「選択（オプション）」の内容を提供しつつ、より発展的な
内容である「応用基礎」に関する内容を扱っているため、注意していただきたい。 

図 1 　社会安全学部における AI・DS 教育（一部科目のみ）3）

している。そのため、AI 実習は、数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム［5］

で述べられている「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」

の学修目標4）、その後半部分である“人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意志でAI

等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになる”という目標、その先にある「数

理・データサイエンス・AI（応用基礎レベル）モデルカリキュラム」の学修目標5）を達成す

るための科目となっている。履修者には、 3 年次・ 4 年次配当である専門演習・卒業研究に

おいて、AI 実習や統計データ解析実習 I・II などを学習して得られたAI・DS に関する知見

をもとに、高度な研究を遂行することが期待されている。

3 ．AI 活用リテラシーの向上に向けた実習科目「AI 実習」の概要

　AI 実習の内容を紹介する前に、AI 実習を履修する学生の特徴を述べ、授業計画を立てる

上で考慮すべき事項をまとめる。

　まず、AI 実習の履修者の観点から考慮すべき点をあげる。AI 実習は 1 年次秋学期開講の

科目ということもあり、履修者の多くは 1 年次生である。そのため、 1 年次春学期に必修科

目である IT 実習を通して IT スキル、具体的には PC 操作スキルやMicrosoft Office の利用

スキルを身に着けたあと、AI実習を履修することになる。他に 1 年次春学期の必修科目とし

て、大学での学び方を知る入門演習や安全に関する各種問題を鳥瞰的に学ぶ社会安全学総論

I、語学（英語科目）があり、選択必修科目として数学の基礎理論を学ぶ社会安全のための数

学 Iがあるが、これらの科目はAIリテラシーとは直接関わりのない科目である。本学が 1 年

 3）	図 1 では、AI 実習も含めた 1年次配当科目がリテラシー教育に相当するような配置になっているが、年
次配当で分けているだけである。そのため、モデルカリキュラムの観点からみると、AI 実習は、リテラシ
ーレベルの「選択（オプション）」の内容を提供しつつ、より発展的な内容である「応用基礎」に関する内
容を扱っているため、注意していただきたい。
 4）	今後のデジタル社会において、数理・データサイエンス・AI を日常の生活、仕事等の場で使いこなすこ
とができる基礎的素養を主体的に身に付けること。そして、学修した数理・データサイエンス・AI に関す
る知識・技能をもとに、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意志でAI等
の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになること［6］。

 5）	数理・データサイエンス・AI 教育（リテラシーレベル）の教育を補完的・発展的に学び、データから意
味を抽出し、現場にフィードバックする能力、AI を活用し課題解決につなげる基礎能力を修得すること。
そして、自らの専門分野に数理・データサイエンス・AIを応用するための大局的な視点を獲得すること［ 7 ］。
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次春学期に提供する「活用法を見聞するAI・データサイエンス」科目も含め、他の科目はす

べて選択科目であり、どの科目を履修するかは学生に委ねられている。以上を踏まえると、

AI 実習を履修する学生は一定の PC 操作スキル・Office ソフトの操作スキルがあるだけで、

プログラミングや AI に関する知識はないということを想定する必要がある。さらに、第 1

節で述べた通り、本学部は文理融合学部であり、数学の得手不得手、ITスキルの得手不得手

が学生間にあることも考慮しなくてはならない。

　履修者の特徴以外の観点からは、本授業は 1 単位の実習科目である点や本学がBYODを推

進している点を考慮する必要がある。特に前者は、45時間（授業時間の学修で30時間と授業

時間外の学修で15時間）の学修時間で単位が取得できるように授業を設計する必要があるこ

とを示している。

　以上をまとめると、

・ Office ソフトを一定程度活用することができる

・ IT スキルや数学に関する知識は一定程度あるものの、学生間で差がある

・ プログラミングを習っていない

・ AI に関する知識を持っていない

・ 単位取得のための学修時間は45時間である

・ 可能な限り関西大学が推奨する BYOD を取り入れる

という点を考慮しつつ、“人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意志でAI 等の恩恵

を享受し、これらを説明し、活用できるようになる”、“データから意味を抽出し、現場にフ

ィードバックする能力、AIを活用し課題解決につなげる基礎能力を修得する”ことを目指し

て授業計画を立てる必要がある。

3.1　AI 実習の授業概要と実習にあたっての考え方

　2022年度の AI 実習のシラバスに記載されている授業概要の一部を以下に記す。

　本実習では、現代の AI の中核技術である機械学習を実装し試すことで、AI は何がで

きて何ができないのか、AI の本質はどこにあるのかを理解し、AI リテラシーを高めて

AI を使いこなすことを目的とする。最初に AI やプログラミングの基礎を説明した後、

機械学習の各モデルを実装し、様々なデータに対して実行してその結果を検証する。例

題となるデータには、表形式で表される一般的なデータから画像・文字といった各種メ

ディアのデータを取り扱う。その後、実際に各自で用意したデータを用いて自身で機械

学習を実行し、結果を検証する。

AI 実習では、現代のAI の中核をなす機械学習、特に教師あり学習に絞って実習を進めてい

る。現代のいたるところで利用されている AI を履修者が使いこなすようになるのが目的の

ため、画像データや文字データといった、現代の AI を利用した各種サービスで利用される

さまざまなデータを入力し、どのような出力結果になるのか、なぜそのような結果になるの
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かを考えさせるようにしている。

　このような実習内容にしている理由として、筆者は、AI が搭載された各種システム・サー

ビスの利用者（つまり現代の人々）の、AI に対するブラックボックス化6）を解消することこ

そが、AI を正しく使いこなす必須条件であると考えているためである。たとえば、大学生が

よく利用するシステムの一つである英語の自動翻訳システムで考えると、一昔前までは日本

語をシステムに入力したら明らかにおかしい英語の文章が出てくることが多かったが、現在

では深層学習の導入により高精度な英語の文章が出力されるようになっている。そのため、

AI の性質を理解し、翻訳システムを正しく使いこなすことができれば非常に有用ではある

が、一方で、日本語を入力したらふさわしそうな英語の文章が自動で出力されるため、十分

なリテラシーがないままでも使えてしまっている。その結果、何も考えずシステムを妄信し、

誤訳だったりふさわしい英語の文章でなかったりしても出力された英語の文章をそのまま利

用してしまっているケースが後を絶たない。

　現代のAI、特に教師あり学習を基本としたAI については、人間の学習プロセス・判断プ

ロセスと同じように、教師データをもとに事前に正解・不正解を学習したうえで、未知のデ

ータに対しては学習成果に基づいて結果を判断している。このことだけでも知っていれば、

学習したデータ以外のことは正しい判断ができないことや学習したデータにノイズがあれば

正しく学習できないこと、正しく学習していても入力時にノイズがあれば正しい結果が返っ

てこないことなど、AI を利活用するうえでの注意点に気づくことができる。また、そのよう

な AI だからこそ、人間が求めている結果を出力しているとは限らないこともわかる。この

点まで理解できれば、今後 AI を搭載した各種サービスを利用した際に結果を妄信せず、利

用者自身で結果を正しく判断するようになると期待される。こうした考えを踏まえ、本実習

では、AI の入出力に焦点をあて、履修者に結果の違いを考えさせることにより、AI が何を

しているかを理解させ、AI のブラックボックス化の解消を試みている。

3.2　AI 実習の授業計画

　2022年度の AI 実習の全15回の授業計画は次のとおりである。

第 1 回　ガイダンス、AI の歴史、機械学習の適用先と実例紹介

第 2 回　機械学習を行う前の事前準備（1）：Python によるプログラミング

第 3 回　�機械学習を行う前の事前準備（2）：ライブラリの利用方法とデータの読み込み・可

視化

第 4 回　�機械学習を学ぶ～機械学習の基礎的なアルゴリズムを学ぼう～（1）：線形回帰、正

則化

第 5 回　�機械学習を学ぶ～機械学習の基礎的なアルゴリズムを学ぼう～（2）：ロジスティッ

 6）	ここでいうAIに対するブラックボックス化というのは、深層学習のようなモデルが複雑すぎて説明でき
ないことを指しているのではなく、システムへの無理解としたほうがニュアンスは近いかもしれない。
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ク回帰

第 6 回　機械学習を学ぶ～機械学習の評価方法と過学習を学ぼう～

第 7 回　�機械学習を試す～機械学習の代表的なアルゴリズムを試そう～（1）：サポートベク

トルマシン（線形、カーネル法）

第 8 回　�機械学習を試す～機械学習の代表的なアルゴリズムを試そう～（2）：テキストデー

タの扱いとナイーブベイズ

第 9 回　�機械学習を試す～機械学習の代表的なアルゴリズムを試そう～（3）：画像データの

扱いとニューラルネットワーク

第10回　�機械学習を試す～機械学習の代表的なアルゴリズムを試そう～（4）：ランダムフォ

レスト、kNN

第11回　機械学習を使う～自分で AI を作ろう～：AI の成功例・失敗例を学ぶ

第12回　機械学習を使う～自分でAI を作ろう～：学習のための画像データを収集し加工する

第13回　�機械学習を使う～自分で AI を作ろう～：様々な機械学習アルゴリズムに適用して

結果を考察する

第14回　機械学習を使う～自分でAI を作ろう～：失敗原因を取り除いてよりよいAI を作る

第15回　総括、課題に対する総評、深層学習に向けて

　第 1 回～第 3 回までがAI の簡単な歴史や Python という言語、各種ライブラリの紹介など

の、機械学習を実行するまでの準備段階、第 4 回～第 6 回が AI の中核をなす機械学習の一

つである教師あり学習の基本的な内容、第 7 回～第10回がさまざまな教師あり学習のアルゴ

リズムの紹介となっている。また、第 7 回～第10回の間で実際のテキストデータや画像デー

タの扱いも学ぶようにしている。そのため、第10回までの内容を学習することで、履修者は

教師あり学習が行っていることや教師あり学習のアルゴリズムの違い、結果の評価やその見

方を理解するだけでなく、自身で身近にあるさまざまなデータに対して教師あり学習を試す

ことができるようになる。

　その後、第11回～第15回の 5 回をかけて、第10回までのライブラリ付属の実験用データセ

ットや教員側で用意したデータセットなどを使ったわかりやすいサンプルデータを使うので

はなく、普段われわれがインターネットを利用する中でよく見るデータ、具体的には画像デ

ータを題材に、2 種類の画像を判別するAI を一から作ることに挑戦する。第11回時にAI プ

ロジェクトの成功・失敗ポイント［8］を学習した後、履修者は、画像収集から画像分類AI の

完成までのプロセスを通して、サンプルデータや機械学習のサンプルプログラムを試すだけ

ではわからない、AI を活用するために必要なポイントを体験的に学ぶ。これにより、教師デ

ータの準備の難しさや“Garbage in, garbage out”に代表されるさまざまなデータ分析・

解釈・活用の罠があること、試行錯誤を繰り返し次の学習につなげることの重要性を実感で

きるようにしている。
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3.3　AI 実習の授業形態と主な利用ツール・書籍

　コロナ禍であるものの、AI 実習は、高槻ミューズキャンパスにある IT教室（PCの OSは

Windows、教室利用時の様子は図2）を利用して対面で実施している。そのため、PCを持っ

ていない学生でも受講可能であるが、関西大学では BYOD（Bring Your Own Device）を

推奨していることもあり、自身の PC でも試すことができるように授業設計している。そこ

で、授業設計当初は、MATLABなどほかの環境の利用も考慮に入れたものの、OSに依存す

ることなく無料で利用可能な Anaconda を利用することにした。

　Anaconda はデータ分析や機械学習など、DSや科学技術計算を行うための各種ライブラリ

やツールがまとめられている Python 言語のディストリビューションである。世界中で広く

使われていることもあり、情報源も豊富にある。たとえば、Anaconda のインストールであ

れば、指定した教科書にも OS ごとに記載があり、インターネットで検索すれば簡単に詳細

な情報を見つけることができる。そのため、特定の環境（ここでは IT 教室の PC）に依存せ

ず、それぞれの学生の環境に合わせて進めることができる。

　また、授業を効率よく進めるため、e-Learning ツールの一つである関大 LMS を使ってい

る。一般的な e-Learning ツールと同じく、教材の提示・公開やレポート提出、小テスト、ミ

ニッツペーパー、出欠管理などができるようになっている。AI 実習では、各種資料の公開、

課題の提示、レポート提出、出欠管理を本ツールで行っている。なお、ミニッツペーパーの

み、Google フォームを用いて実施している。

　本実習では、教科書として「見て試してわかる機械学習アルゴリズムの仕組み　機械学習

図鑑」［9］を利用している。機械学習のアルゴリズムや評価法、各種データの取り扱いなど、

幅広い分野を網羅していること、カラーでの図解が多くあり直感的にわかりやすく Python

のソースコードもシンプルであることなど、機械学習の全体像を俯瞰しやすい内容となって

いる。一方で、直観性を重視しつつ広く浅く学ぶ構成になっていることからアルゴリズムに

対する数学的な説明はほぼなく、より深く理解するにはほかの書籍やサイトを参考にする必

要があること、シンプルなプログラムゆえ扱っているデータが一部簡素化されており現実の

データとは異なること、プログラミングの経験がある程度ある人を対象としていることから

Python 言語や利用ライブラリの説明は最低限であることなど、本書籍をなぞるだけでは AI

実習の履修者にとってはハードルが高いものとなっている。前半の理解不足に陥るかもしれ

ない箇所に関する補足は教員側で事前に準備することで対応できるものの、後半のプログラ

ミングに関しては、プログラミングを習っていないという履修者の前提条件と相反すること

から、対応には何らかの工夫が必要である。
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　機械学習のプログラムが書かれたソースコードを実行するにあたり、学生自身が所有する

PCでも実行可能にするため、Anaconda のインストールで利用可能なものだけを扱うように

している。そこで、ブラウザ上で Python などのプログラミング言語を記述・実行可能な

Jupyter Notebook を利用している。拡張子が「ipynb」という、学生にとっては見慣れない

ファイル形式であるが、図 3 に示す通り、コンパイルすることなくセル（入力部分）ごとに

実行可能なことから 1 つずつコードを確かめながら作業が進められること、プログラムの記

述だけでなく図表も含めた可視化された実行結果も保存できるなどといった特徴がある。そ

のため、プログラミング初心者である学生にとって扱いやすく、教員にとっても事前に動か

した結果の提示やレポート提出時の結果の確認が簡単にできるといったメリットがある。

　また、利用するライブラリも、Anaconda のインストールで利用可能なものだけにしてい

る。本実習で利用する主なライブラリは以下の 5 種類である。

・ Scikit-learn：機械学習ライブラリ

・ NumPy：多次元配列を扱うライブラリ

・ Pandas：データ解析用ライブラリ

・ Matplotlib：データの可視化用ライブラリ

・ Seaborn：データの可視化用ライブラリ

　AI 実習ではテキストデータや画像データなどのマルチメディアデータも対象としている。

ただし、日本語のテキストデータであれば形態素解析、画像データであれば特徴量抽出など
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の処理は別のライブラリ7）が必要となることから、授業内では紹介にとどめてこれらの処理

は行わず、単純に読み込みした各データをそのまま機械学習に利用するようにしている。そ

こで、テキストデータに関しては、英語に限定することでデータセット（たとえば英語のス

パムメールのデータセット等）をそのまま読み込み、Scikit-learn を用いて機械学習できるよ

うにしている8）。画像データに関しては、画像の各ピクセル値をそのまま数値として利用、つ

まりベクトル化させて利用する最も単純な方法をとっている。たとえば、 8 × 8 のグレース

ケール画像であれば、64次元のベクトルとなり、この画像が1,797枚あれば、1797×64の行

列として読み込むことになる9）。その後、Scikit-learn を用いて機械学習させることになる。

3.5　AI 実習の進め方と授業運営にあたっての工夫

　授業の流れは、1）教員による前回のふりかえり、2）教員による内容の説明、3）説明を

聞きながら履修者による各種作業（ソースコードの実行など）の実施、4）授業内で示した

 7）	形態素解析であればmecab、特徴量抽出であればOpenCVを利用することが多く、どちらも別途インス
トールが必要である。
 8）	自然言語を簡潔に処理する場合、1）形態素解析、2）単語のベクトル化（単純な方法としてBag of Words：
BoWがある）、という手順になる。そのため、空白で単語が分かれる英語の文章の場合、形態素解析を省略
することができる。なお、ベクトル化は必要となるが、BoWは Scikit-learn ライブラリで可能である。
 9）	これは、Scikit-learn付属のサンプルデータセットの一つであるMNISTの情報である。そのため、MNIST
を利用する場合は、画像の読み込みに必要となるScikit-imageなども不要となり、他のサンプルデータセッ
トと全く同じ要領で画像に対して機械学習を実施することができる。

図 3 　�Jupyter Notebook を用いたプログラミングの実施例。コードだけでなくグラフも含めた実行結果が
保存可能。コードは各セルに入力されるため、そのコードだけのやり直しも可能。
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3.5 AI実習の進め方と授業運営にあたっての工夫 

 
7 形態素解析であればmecab、特徴量抽出であれば OpenCVを利用することが多く、どちらも
別途インストールが必要である。 
8 自然言語を簡潔に処理する場合、1）形態素解析、2）単語のベクトル化（単純な方法として
Bag of Words：BoWがある）、という手順になる。そのため、空白で単語が分かれる英語の文
章の場合、形態素解析を省略することができる。なお、ベクトル化は必要となるが、BoWは
Scikit-learnライブラリで可能である。 
9 これは、Scikit-learn付属のサンプルデータセットの一つであるMNISTの情報である。その
ため、MNISTを利用する場合は、画像の読み込みに必要となる Scikit-imageなども不要とな
り、他のサンプルデータセットと全く同じ要領で画像に対して機械学習を実施することができ

る。 
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課題の実施、5）ミニッツペーパーの提出、となる。学生側の机の上には、図 2 の通り、教

員の画面を映すモニターが常設されており、履修者はモニターを通して教員の説明を見聴き

しながら作業をこなすことになる。また、手を動かす作業が多いため、各種作業の補佐とし

て TAおよび SA が各一名配置されている。

　教員が説明に利用する資料は、関大LMS上に事前に公開している。参考までに、関大LMS

にて公開している授業資料の一部を図 4 、図 5 、図 6 にそれぞれ示す。前段落の授業の流れ

と合わせて説明すると、最初に該当回での目的を示したうえで（図 4 ）、教科書やサイトなど

を参考に必要な説明を行い（図 5 ）、サンプルのソースコードを実施して該当モデルで行って

いることを確認し、データや各種パラメータを変えるといった課題を行ってより深い理解を

促す（図 6 ）、といった内容となる。図 5 ではサイトの URL のみを掲載しているが、実際に

説明する際は、電子書籍版の教科書をモニター上に提示して説明しており、サイトはその補

足説明のために利用している。

　成績評価に関しては、3 つのレポート課題（小レポート 2 つと大レポート 1 つ）を提示し、

提出されたレポートの完成度合いで評価している。小レポートは、第10回までの内容に対す

るレポートであり、授業外で行うものである。一方、大レポートは第11回以降の一から画像

分類 AI を作る内容に関するレポートであり、授業を通して作成するものとなっている。ど

の課題も、結果を正しく読み取ったうえで、なぜそのような結果が出力されるのかを考察し、

AI は何をしているのかを問う内容となっている。

　なお、本節の最初で述べた通り、学生にはプログラミングスキルや AI に関する知識はな

く、また、基礎的な IT リテラシーにも差があることから、理系学部で行われるプログラミ

ング実習のように進めることは難しく、AI 実習の目的から考えてもプログラミングに特化す

るわけにはいかない。一方で、実習で利用する教科書でもある程度のプログラミング経験が

ある人を対象としているように、Anaconda（つまり Python 言語）を利用して機械学習を実

施するためには一定のプログラミングスキルが求められる。さらに、仮にプログラミングが

できたとしても、多くの機械学習の書籍やサイトに書かれているような、学生の身近にない
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授業の流れは、1）教員による前回のふりかえり、2）教員による内容の説明、3）説明を聞きな
がら履修者による各種作業（ソースコードの実行など）の実施、4）授業内で示した課題の実施、
5）ミニッツペーパーの提出、となる。学生側の机の上には、図 2の通り、教員の画面を映すモニ
ターが常設されており、履修者はモニターを通して教員の説明を見聴きしながら作業をこなすこ

とになる。また、手を動かす作業が多いため、各種作業の補佐として TA および SA が各一名配
置されている。 
教員が説明に利用する資料は、関大 LMS上に事前に公開している。参考までに、関大 LMSに

て公開している授業資料の一部を図 4、図 5、図 6 にそれぞれ示す。前段落の授業の流れと合わ
せて説明すると、最初に該当回での目的を示したうえで（図 4）、教科書やサイトなどを参考に必
要な説明を行い（図 5）、サンプルのソースコードを実施して該当モデルで行っていることを確認
し、データや各種パラメータを変えるといった課題を行ってより深い理解を促す（図 6）、といっ
た内容となる。図 5 ではサイトの URL のみを掲載しているが、実際に説明する際は、電子書籍
版の教科書をモニター上に提示して説明しており、サイトはその補足説明のために利用している。 
成績評価に関しては、3つのレポート課題（小レポート 2つと大レポート 1つ）を提示し、提

出されたレポートの完成度合いで評価している。小レポートは、第 10 回までの内容に対するレ
ポートであり、授業外で行うものである。一方、大レポートは第 11回以降の一から画像分類 AI
を作る内容に関するレポートであり、授業を通して作成するものとなっている。どの課題も、結

果を正しく読み取ったうえで、なぜそのような結果が出力されるのかを考察し、AIは何をしてい
るのかを問う内容となっている。 
なお、本節の最初で述べた通り、学生にはプログラミングスキルや AI に関する知識はなく、

また、基礎的な IT リテラシーにも差があることから、理系学部で行われるプログラミング実習
のように進めることは難しく、AI実習の目的から考えてもプログラミングに特化するわけにはい
かない。一方で、実習で利用する教科書でもある程度のプログラミング経験がある人を対象とし

ているように、Anaconda（つまり Python言語）を利用して機械学習を実施するためには一定の
プログラミングスキルが求められる。さらに、仮にプログラミングができたとしても、多くの機

械学習の書籍やサイトに書かれているような、学生の身近にないデータばかりを利用し、かつ結

果も数値のみでしか出力しないとなると、AIに対する履修者の興味を大きく損なってしまう可能
性が高い。そこで、プログラミングスキルがない状態でも滞りなく AI を試すことができ、かつ
履修者に AIが身のまわりで使われていることを実感させるために、以下の 2点を行っている。 
 

 
図 4 　授業資料の一例（1）：第 4 回における目的とキーワードの提示
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データばかりを利用し、かつ結果も数値のみでしか出力しないとなると、AI に対する履修者

の興味を大きく損なってしまう可能性が高い。そこで、プログラミングスキルがない状態で

も滞りなくAI を試すことができ、かつ履修者にAI が身のまわりで使われていることを実感

させるために、以下の 2 点を行っている。

3.5.1　ソースコードのパーツ化

　AI実習では、AIは何ができて何ができないのか、結果をどう読み取り活用していくのかに

焦点を当てており、AI そのものを構築するための機械学習のプログラミングの習得は目標と

していない。そこで、「パーツを組み合わせる」ような感覚で実習が進むように設計している。

　同様の考えのものとして、Scratch に代表されるビジュアルプログラミングツールが有名

図 5 　授業資料の一例（2）：第 4 回の線形回帰の内容のページ

図 6 　授業資料の一例（3）：第 4 回の線形回帰に関する課題
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図 6 授業資料の一例（3）：第 4回の線形回帰に関する課題。 
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点を当てており、AIそのものを構築するための機械学習のプログラミングの習得は目標としてい
ない。そこで、「パーツを組み合わせる」ような感覚で実習が進むように設計している。 
同様の考えのものとして、Scratch に代表されるビジュアルプログラミングツールが有名であ
る。ビジュアルプログラミングツールは、一般的なプログラミングで想像されるテキストコード

を入力する形態ではなく、さまざまな動作が書かれたブロックを視覚的に組み合わせる形態であ

り、正しい文章を作る感覚でプログラミングすることができる。そのため、プログラミング初心
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る。ビジュアルプログラミングツールは、一般的なプログラミングで想像されるテキストコード

を入力する形態ではなく、さまざまな動作が書かれたブロックを視覚的に組み合わせる形態であ

り、正しい文章を作る感覚でプログラミングすることができる。そのため、プログラミング初心
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である。ビジュアルプログラミングツールは、一般的なプログラミングで想像されるテキス

トコードを入力する形態ではなく、さまざまな動作が書かれたブロックを視覚的に組み合わ

せる形態であり、正しい文章を作る感覚でプログラミングすることができる。そのため、プ

ログラミング初心者が楽しく学ぶ効果が期待される。AI 実習では、Anaconda を利用する関

係上、ビジュアルプログラミングツールのような形態では進められないが、事前に各動作を

するためのコードを関大 LMS に公開し、それらを組み合わせて実行する形態にすることで、

自らプログラミングすることなく、実習が進むように構築している10）。図 4 ～図 6 に例示した

第 4 回時の授業時において、学生に提示したコードを図 7 に、その実行結果を図 8 にそれぞ

れ示す。また、組み合わせて使うことが理解できたであろう授業後半において示している各

コードのパーツの一例を図 9 に示す。

　Scikit-learn を用いて機械学習を実施する場合、⑴ 必要なライブラリのインポート、⑵ 学

習データとテストデータの用意、⑶ 機械学習のアルゴリズムの指定と学習の実行、⑷ テス

トデータでの検証、⑸ 結果の表示、の手順で実行することになる。そのため、機械学習のプ

ログラムは 5 つのコードに分割することができる。図 7 で示した第 4 回時点ではコードを一

纏めにして示しているが、まずはこの手順ですべて実施可能であることを意識づけるように

している。そのため、実行例である図 8 では、一つずつセルにコードを入力（コピー＆ペー

スト）して示している。また、このような形で見せることで、機械学習そのもののコードは

非常に単純であり、むしろ事前準備（データの準備・入力）や事後処理（結果の出力）のコ

ードの方が長くなるということも説明している。加えて、図 6 のような学習データとテスト

データのみを変える課題を提示している理由の一つに、⑵に該当するコードを変更しさえす

れば他のコードは同一のコードで実行可能であることを体験させるという意図もある11）。

　⑴～⑸の各段階でのコードを組み合わせて機械学習ができることを複数回の授業を通して

理解させたうえで、授業後半やレポートでは、図 9 に示したコード（＝ソースコードのパー

ツ）の一覧を関大 LMS 上で提示し、履修者自身で組み合わせて機械学習を実施するように

している。たとえばランダムフォレストや kNNを実施する第10回では、1）必要なライブラ

リのインポート（図 9 における第 1 章に該当し、第 1 節のコードを利用）、2）学習データの

用意（図 9 における第 2 章に該当し、データ入力・作成のパターンに応じてコードを利用）

とテストデータの用意（図 9 における第 3 章に該当し、第 1 節のコードを利用）、3）および

4）今回利用する機械学習のアルゴリズムであるランダムフォレストと kNNの実行とテスト

データでの検証（図 9 における第 5 章に該当し、第 8 節と第 9 節のコードを利用）、5）結果

の表示（図 9 における第 6 章に該当し、各節から必要なコードを利用）、といった順に、関大

10）	近年では、GUI ベースでAIを構築可能なサービスもいくつか登場しているが、授業の根幹が外部サービ
スに依存してしまうのは望ましくないと考えられる。
11）	第 4 回の課題の場合、厳密には変数名やモデル名を変える必要があるため、全く同じコードというわけで
はない。これは、各変数やモデル名がどのコードの部分に対応しているかを確認してもらうために、あえて
書き換えるような課題にしている。
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図 8 　�線形回帰の実行例。関大 LMS上で公開しているコードをそのままコピー＆ペーストすればだれでも
実行可能である
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ばだれでも実行可能である。 

図 7 　�第 4 回で示した線形回帰のコード。機械学習は 5 つの手順で実施されることが示されている。また、
⑵や⑸に比べ、機械学習のアルゴリズムの実行部分である⑶や⑷のコードは非常に簡単である
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部分のみ書き換えるようコメントを入れている。こうした書き換えが必須な部分は、関大 LMS
が HTMLで書かれていることを利用して赤字でわかりやすく表示している。 
ここで、学生に提示するコードの多くは非常に簡単なものであるため、一部のコードは一から

入力させてもよいのでは考える読者もいるかもしれないが、授業運営の観点からプログラミング

未経験者には極力入力させないほうが好ましいと考えている。実際、本学部で過去に担当した IT
活用実習 2という、統計処理のスキルを身につける 2年次配当科目において、IBM SPSS Statistic
と Rを用いた実習を実施したところ、すべて GUI（Graphical User Interface）形式で行うこと
ができる IBM SPSS Statistic はある程度スムーズに進められたものの、一部の処理にコマンド
入力、つまり CUI（Character User Interface）形式で入力が必要となった Rの場合、たった一
文のコマンド入力だけでも頻繁に手が挙がり、授業が全くスムーズに進まなかった、という経験

がある。プログラミングに慣れていない場合、ちょっとした打ち間違いに気づかない、間違った

際のエラー文が理解できないなど、うまく動かなかった時点で思考を放棄する傾向にあるようで

ある。そのため、今回のようにコードは教員側ですべて用意し、あとは組み合わせるだけの方が、

教員の想定外のエラーが出ることなく、授業をスムーズに運営することができると考えられる。 
 

 
図 7 第 4回で示した線形回帰のコード。機械学習は 5つの手順で実施されることが示されてい

る。また、（2）や（5）に比べ、機械学習のアルゴリズムの実行部分である（3）や（4）の
コードは非常に簡単である。 
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LMS の各ページにアクセスし、コードをコピー＆ペーストして利用することになる。

　なお、各コードを組み合わせて利用する関係上、関大 LMS で示す各節のコードは各章間

でつながるよう、各種変数名は統一しているが、機械学習の実施の際のモデル名のみ、それ

ぞれ固有のモデル名にしている。これは、現在何のモデルで実行しているかを明確にするた

めである。それゆえ、結果の表示の際にモデル名が必要となる場合は「modelclassifier」と

して記載し、その部分のみ書き換えるようコメントを入れている。こうした書き換えが必須

な部分は、関大 LMS が HTML で書かれていることを利用して赤字でわかりやすく表示して

いる。

　ここで、学生に提示するコードの多くは非常に簡単なものであるため、一部のコードは一

から入力させてもよいのでは考える読者もいるかもしれないが、授業運営の観点からプログ

ラミング未経験者には極力入力させないほうが好ましいと考えている。実際、本学部で過去

に担当した IT 活用実習 2 という、統計処理のスキルを身につける 2 年次配当科目において、

IBM SPSS Statistic と R を用いた実習を実施したところ、すべて GUI（Graphical User 

Interface）形式で行うことができる IBM SPSS Statistic はある程度スムーズに進められた

ものの、一部の処理にコマンド入力、つまり CUI（Character User Interface）形式で入力

が必要となった Rの場合、たった一文のコマンド入力だけでも頻繁に手が挙がり、授業が全

くスムーズに進まなかった、という経験がある。プログラミングに慣れていない場合、ちょ

っとした打ち間違いに気づかない、間違った際のエラー文が理解できないなど、うまく動か

なかった時点で思考を放棄する傾向にあるようである。そのため、今回のようにコードは教

員側ですべて用意し、あとは組み合わせるだけの方が、教員の想定外のエラーが出ることな

く、授業をスムーズに運営することができると考えられる。
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図 9 機械学習を実行するコードの一覧。各章から必要なコードが書かれている節を選択し、その

コードをコピー＆ペーストして利用できるようにしている。章を選択すると、この図のよう

に 5つの手順のうちの該当箇所が赤字で示され、章内の各節（たとえばロジスティック回帰）
を選択すると、四角枠内のようにそのコードが示される。 

 
3.5.2 学生の興味関心を促すテーマ設定 

AI実習では、学生の興味関心を喚起させるようなテーマを題材に機械学習を試すようにしてい
る。そのため、Scikit-learn などで用意されているサンプルデータや統計処理で使われるアンケ
ートデータだけでなく、学生がよく見聞きする内容に関するデータ、身近にあるデータを利用す

るようにしている。たとえば、小レポートの課題のうちの一つは、ポケットモンスターにおける

図 9 　�機械学習を実行するコードの一覧。各章から必要なコードが書かれている節を選択し、そのコード
をコピー＆ペーストして利用できるようにしている。章を選択すると、この図のように 5 つの手順
のうちの該当箇所が赤字で示され、章内の各節（たとえばロジスティック回帰）を選択すると、四
角枠内のようにそのコードが示される

3.5.2　学生の興味関心を促すテーマ設定

　AI実習では、学生の興味関心を喚起させるようなテーマを題材に機械学習を試すようにし

ている。そのため、Scikit-learn などで用意されているサンプルデータや統計処理で使われる

アンケートデータだけでなく、学生がよく見聞きする内容に関するデータ、身近にあるデー

タを利用するようにしている。たとえば、小レポートの課題のうちの一つは、ポケットモン
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スターにおける各ポケモンのデータ（csv ファイル）12）を用いた課題となっている。架空のデ

ータを用いるのではなく、多くの学生が知っているであろう内容のデータを利用することで、

結果の考察の理解を手助けするだけでなく、身の回りのデータにも簡単に適用でき、かつ、

実際に学生の身の回りで AI は利用されているということを実感させるようにしている。

　第11回以降の授業や大レポートでは、 2 種類の画像を判別するAI を作る内容にしている。

日常で頻繁に利用するデータである画像データを扱うことで親近感がわきやすく、かつ、出

力結果が視覚的にわかりやすい、という効果が期待される。さらに、教員側で画像データを

用意するのではなく、学生が興味ある 2 種類の画像データに対して機械学習を実行させるこ

とで、より興味関心を喚起させるようにしている。これまでの履修者が提出したレポートの

内容を見ても、 2 種類の動物を判別するといったありふれた AI から、アニメの中での登場

人物二人を判別するAI、ゆるキャラのイラストとそのキャラの元となる人物・動物の画像を

判別するAI、兄弟や姉妹を判別するAI、 2 種類の風景（雨と雪など）を判別するAI など、

履修者が判別してみたい画像に対して AI を作り上げようとしている。

3.6　2種類の画像を判別する AI の作成方法と留意事項

　第 3 節の最後に、第11回以降の授業の内容および大レポートの内容である、 2 種類の画像

を判別する AI を一から作る手順および留意事項を紹介する。

3.6.1　画像の収集および加工

　AI を構築する前に、学習用・テスト用のデータを準備する必要がある。そこで、1）画像

のダウンロード、2）画像の jpeg 変換、3）画像のリネーム、4）画像のサイズ変更、を第12

回で実施し、画像データの収集およびフォーマットの統一を行っている。これらは Python

のプログラムではなく、さまざまなフリーソフト・アドオンを利用することで実現している。

また、これらはすべて IT 教室の PC だけでなく、自身が所有する PC でも利用できるように

するため、可能な限り OS（Windows と Mac）問わず実行できるようにしている。

　各段階での注意点を述べると、1）画像のダウンロードでは、Google Chrome などのブラ

ウザ上で動作する、画像を一括ダウンロードするアドオンを利用している。この理由の一つ

は、解放ポートの関係により大学内のネットワークでは専用ソフトでダウンロードできない

場合があるためである。また、ダウンロード画像の枚数は 1 種類あたりだいたい500枚～600

枚ぐらいになるが、本実習で利用したアドオンの場合、画像と全く関係のないファイル（ブ

ラウザのアイコンや svgなどの通常の画像フォーマットとは異なるファイル形式のものなど）

がダウンロードされるケースがあり、これらはノイズにしかならないのでこの段階で削除す

るようにしている。

12）	ポケモンのデータは、Kaggle や GitHub などの各種サイトで公開されている。
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　次に、2）画像の jpeg変換13）、3）画像のリネーム14）、4）画像のサイズ変更は、収集した画

像をある規則に従って命名し、かつ統一したフォーマットにするためにフリーソフトを利用

して実行している。収集した画像は、ほとんどが jpeg 画像ではあるものの、一部に png 画

像もあるため、jpeg 形式の24bit 画像にすべて変換している。その後、AI 構築時にループ処

理で画像を読み込ませるために、各画像の名前をリネームし、ラベルと番号で名付けている。

たとえば、ラベル 1 の 1 つ目の画像なら、L01_001という名前に変更している。最後に、画

像のサイズをすべて統一したサイズに変更する。授業中では、64×64（ピクセル）の画像に

なるように変更している。 2 種類の画像を利用するため、ここまでの作業を 2 回行うことに

なる。

3.6.2　画像を判別する AI の作成⑴：アルゴリズムの決定

　第13回では、画像を判別する AI を試作する。評価指標に対しての達成基準（たとえば正

解率が90％以上）を決めたうえで、図 9 に示したコードの一覧を使って構築する。ただし、

画像の入出力に関しては、図 9 のコードでは対応できないため、教員側で別途用意・配布し

ている15）。つまり、⑵ 学習データとテストデータの用意に関しては教員側が関大LMSを通じ

てコードを別途配布し、それを実行した後、これまで通り ⑶ 機械学習のアルゴリズムの指

定と学習の実行以降の処理を行うことになる。その後、⑸ 結果の表示において各評価指標を

出力後、関大 LMS で別途配布した画像分類の結果を出力するコードを実行することになる。

　ある機械学習を 1 回実行した際のフォルダの構成は図10のようになる。Original フォルダ

内には入力画像のフォルダがあり、train や test のフォルダは学習およびテストに使った画

像のフォルダ、result_train や result_test のフォルダは学習データおよびテストデータに対

して機械学習を行った際の出力結果を指す。result_txt は、機械学習を行った際のラベルの

振り分けの結果である。result_test の01フォルダ16）および result.log.txt の一例を図11に示

す。result.log.txt 内の左列は機械学習した結果を示しており、L01_002.jpg は正しくラベル

1 として判別しているが、L01_007.jpg はラベル 2 として誤って判別されていることがわか

る。また、result_test 内の01フォルダを見ることで、どの画像がラベル 1 として判別された

か一覧することもできる。

　なお、ここまでは、ある機械学習のアルゴリズムを 1 回実施しただけである。そのため、

result_train や result_test、result_log.txt が上書きされないよう、別のフォルダに移動させ

13）	もともと jpeg 形式である画像も含め、全ての画像を、ソフトを使って一括変換している。なお、グレー
スケール画像も24bit 画像になるよう色数を設定しておかないと、グレースケール画像で処理されてしまい、
読み込み時にエラーとなるので注意が必要である。
14）	履修者の PCによっては、デスクトップなどの主要なフォルダがOneDrive 下にあるが、ソフトによって
はフリーズの原因になるので注意が必要である。
15）	画像処理ではOpenCVが有名ではあるが、別途インストールが必要となるため、ここではPillowやScikit-
image を使って実現している。両方とも、Anaconda をインストールすれば利用可能である。
16）	出力プログラムの関係で、フォルダ名は「1」となっている
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たうえで、⑶ 機械学習のアルゴリズムの指定と学習の実行以降の処理を、違う機械学習のア

ルゴリズムで実行する。その後、図12に示す各指標の結果も含めた、各アルゴリズムからの

出力結果およびその理由を考え、どのアルゴリズムが画像判別にふさわしいアルゴリズムな

のか検討する。

3.6.3　画像を判別する AI の作成⑵：データに含まれるノイズの除去

　第14回では、目標値を達成する画像判別 AI の構築を目指す。アルゴリズム決定の段階で

は、ほとんどの場合、目標値より低い判別しかできない AI となっている。この原因の一つ

は、収集した画像のほぼすべてを学習データ・テストデータに利用したことによる、データ

に含まれている多くのノイズデータである。画像収集する際は、単に検索キーワードに合致

した画像をそのまま利用しているため、さまざまな種類の画像が入っており、その分多くの

図10　各画像フォルダの構成例
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図 10 各画像フォルダの構成例。 

 

 

図 11 result_testフォルダおよび result_log.txtの中身の一例。 
 

図11　result_test フォルダおよび result_log.txt の中身の一例
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ノイズデータを含んでいる。たとえば人物の画像であれば、理想的な画像はキーワード検索

した人物が真正面を向いて一人で大きく写っている画像といえるが、該当人物以外の人物が

大きく写っている画像、集合写真のように該当人物が写っていても小さくなっている画像、

人物に関係のないモノが多く写りこんでいる画像、人物に関連しているが人物が写っていな

い全く別の画像、人物とは全く関係がない画像など、人なら総合的に判断できるかもしれな

いが今回作成するAIにはノイズとなりえる画像が多く存在する17）。それらの画像を、目で見

て original 画像のフォルダから取り除き、もう一度機械学習を実行しなおし、図13に示すよ

うに、結果を検証する。その後、まだ目標値を達成していない場合は、データを再び見直し

てノイズがないのかチェックし、ノイズを再び除去した original 画像フォルダを用いて再び

機械学習を実行しなおす。これらを何度も繰り返し、よりよい AI を作りあげていくことに

なる。

　なお、目標値はあくまで履修者が決定した基準であるため、達成・不達成という結果は重

要視していない。仮に目標値を達成していても、結果を検証するのをやめるようなことはさ

せず、収集データ（学習データ・テストデータ）にはまだ問題がないのか、目標値が簡単で

はなかったのかなどを考えさせ、よりよい AI を作るように促し、もしそれ以上によりよい

17）	キーワード検索による画像収集の関係上、同一の画像が複数存在する場合がある。本来は削除して一つに
すべきであるが、実習時間の関係でこれらは削除対象としてない。

図12　さまざまなアルゴリズムにおける画像判別の結果の一例
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図 12 さまざまなアルゴリズムにおける画像判別の結果の一例。 
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AI を作るのが難しく性能の限界と感じるなら、なぜそう感じたのか考えさせるようにしてい

る。これは、最終的に目標値が不達成であっても同様であり、目標値に近づけるように何度

も検証を続けた後、目標値を達成する AI を作るのが難しいと感じるならなぜそのように感

じたのかを考察させるようにしている。

　こうした経験をすることで、AI 開発・活用の成否をわける最も重要な要素である、利用す

るデータの質・量の重要性を認識させ、もしデータにノイズがあれば、“Garbage in, garbage 

out”という結果につながってしまうこと、そうならないようにするためにも、AI のプログ

ラムそのものよりも、AI に読み込ませるデータの処理（前処理）に十分な時間を割く必要が

あることを実感させる。加えて、学習データに深く依存してしまう AI だからこそ、必ずし

も人がほしい結果を出力しているとは限らず、かつ性能にも限界があり、どのような結果で

あってもきちんと人の手で検証することの必要性を実感できるようにしている。

4 ．今後の課題と授業内容の改良案

　本稿執筆時点では、2020年と2021年の 2 年において、AI実習を実施した。レポート内に記

載された感想を見たり、直接履修者に話を聞いたりしたところ、AI が何をしているかやデー

タがどれだけ重要か、そのためにどれだけの時間をかける必要があるのかといった、教員が

図13　�ノイズと思われる画像を除去した際の結果の一例。この作業を何回も繰り返し、AIの性能をあげる。
学生のレポートの内容を見ると、だいたい 4 ・ 5 回繰り返している
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説明した話が実習を通してよく理解できたといった意見、最終的には人の判断が重要である

ことを実感できたという意見、さまざまなデータを扱えて楽しかったという意見など、好意

的な意見がいくつか見られた。

　その一方、想定していた通り、授業評価アンケートからは一部の履修者から難しいという

意見も見られた。具体的な分析はしていないものの、前期のOfficeソフトの利用を学ぶ IT実

習でも、毎年、履修者の60％前後が難しいと感じているようで、難しさの原因の根本には履

修者の IT リテラシーの低さ、特に表計算ソフトに代表される数値の取り扱いに対するリテ

ラシーの低さがあると考えている。AI実習は IT実習と異なり選択科目のため、AIに興味が

ある履修者であるものの、すべて教員側でコードを用意しているとはいえ、プログラミング

やそこから出力される結果（数値）を読み取るという作業は、一部の履修者には難しかった

模様である。

　2022年度より高等学校において「情報 I」が共通必修科目になり、2025年度入学生からは

ある程度 IT リテラシーが身についている学生が増加すると考えられるものの、しばらくは

この状況が続くと予想される。一部の履修者が難しいと感じることをなくすことは難しいと

考えるものの、そのような履修者であっても最後までしっかりと内容を理解させ、筆者が伝

えたいことを把握してもらうために、2022年度は、過去 2 年の実施方法を踏まえたうえで、

以下のように改善して実施する予定である18）。

　 1 つ目は、学生に対する説明資料の用意である。どちらの年度にもおいても、説明する際

は主に電子書籍をモニター上に提示して説明し、時折サイトを用いて補足説明していたが、

履修者にとっては、提示資料を行き来するよりも、教科書とサイト両方をまとめたプレゼン

資料を用いて説明した方がわかりやすいと考えられる。そこで、2022年度は、IT実習と同じ

く全15回、説明用のパワーポイント資料を準備する予定である。また、資料作成に伴い、「文

系 AI 人材になる：統計・プログラム知識は不要」［10］の内容も参考にする予定である。

　 2 つ目は、履修者に提示している各コード（パーツ）に関する組み合せのフローチャート

やマニュアルの整備である。図 9 に示したように、現在提示しているコードでも、コメント

の挿入などでそれぞれ何をしているかわかるようにしているが、多くの章・節がある関係で

一目ではわかりにくくなっていたり、コメントだけでは振り返りが難しくなっていたりする

点は否めない。そこで、別途、コード利用のためのフローチャートを用意し、どの手順で実

施していくか、その際にどのコードを利用するかを明示する予定である。また、各段階のコ

ードに対する簡単な解説を記したマニュアルも準備し、各授業回の内容まで戻らずとも、基

本的な内容はそのマニュアルで理解できるようにする。

　 3 つ目は、ソースコードの完全なパーツ化である。図 7 にあるように、一部の授業回では

一括してソースコードを示したり、教科書に記載されたソースコードの関係で必ずしも組み

18）	これらの事項は、本稿執筆時点ですでに完了している。
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合わせ通りの順番で提示できていなかったりしていた。そこで、全ての回で、フローチャー

トに沿った手順で必ず実行できるよう、各回のソースコードを修正し、かつ、それぞれの段

階ごとにソースコードを分割して提示する予定である。一例として、図14を示す。ソースコ

ードはすべて分割され、また、各段階でコードを実行する関係で、該当のコードを実行する

ために必要なライブラリのインポートは、そのコードの直前に行うように修正している。こ

のような形で学生に提示することにより、より一層、コードを組み合わせて作るという意識

づけができると考えている。

5 ．おわりに

　本稿では、筆者が担当する実習科目「AI実習」の詳細について紹介した。本実習では、AI

に対する利用者のブラックボックス化の解消を目指し、現代のAI、特に AI の中核をなす機

械学習（教師あり学習）は何ができて何ができないのか、AI を利活用するためには何が求め

られているのかを理解してもらえるように構成している。そのため、プログラミングに焦点

を当てるのではなく、出力結果をどう読み取ったのか、そのような出力結果になったのはな

ぜなのか、よりよい AI を作るためにはどうしたらよいかを考えさせるようにしている。何

度も考えさせる・検証させるプロセスを通じ、現代の AI は人が最終的な判断を下す必要が

あるということ、つまり、AI 任せにすることは決してできず、AI を使いこなすには相応の

図14　第 7 回のソースコードのパーツ化と各段階におけるコードの中身
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5. おわりに 
本稿では、筆者が担当する実習科目「AI 実習」の詳細について紹介した。本実習では、AI に
対する利用者のブラックボックス化の解消を目指し、現代の AI、特に AIの中核をなす機械学習
（教師あり学習）は何ができて何ができないのか、AIを利活用するためには何が求められている
のかを理解してもらえるように構成している。そのため、プログラミングに焦点を当てるのでは

なく、出力結果をどう読み取とったのか、そのような出力結果になったのはなぜなのか、よりよ

い AI を作るためにはどうしたらよいかを考えさせるようにしている。何度も考えさせる・検証
させるプロセスを通じ、現代の AI は人が最終的な判断を下す必要があるということ、つまり、
AI 任せにすることは決してできず、AI を使いこなすには相応の判断能力がいるということを実
感できるような実習内容となっている。 
近年はどの大学でも AI やデータサイエンスに関する科目を提供するのは必須となっている。
しかしながら、各大学の事情（学生の特徴、教員のレベル、etc.）は大きく異なるため、それぞれ
手探りの状態で AIやデータサイエンス教育を進めているということが推察される。AI実習での
工夫として、主に、1）ソースコードのパーツ化、2）履修者に興味関心を喚起させるテーマ設定、
の 2つがあるが、今回紹介した内容が AIリテラシー教育の参考になれば幸いである。 
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判断能力がいるということを実感できるような実習内容となっている。

　近年はどの大学でも AI やデータサイエンスに関する科目を提供するのは必須となってい

る。しかしながら、各大学の事情（学生の特徴、教員のレベル、etc.）は大きく異なるため、

それぞれ手探りの状態でAI やデータサイエンス教育を進めているということが推察される。

AI 実習での工夫として、主に、1）ソースコードのパーツ化、2）履修者に興味関心を喚起

させるテーマ設定、の 2 つがあるが、今回紹介した内容が AI リテラシー教育の参考になれ

ば幸いである。
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教育・研究報告

教育における ICT 活用を促す教員育成を 
目指したメディア教育論の授業デザイン

教育推進部教授　岩　﨑　千　晶

1 ．はじめに

　2020年新学期が始まる頃、大学はコロナ禍の影響により対面授業を実施することができず、

混乱の中にいた。各大学はオンラインで授業が実施できる環境を早急に整備し、学習者が自

宅からオンライン授業を受講できるように支援し、関西大学は 4 月 3 週目から急ごしらえの

オンライン授業を開始した。現在はそれが定着しており、今後はカリキュラム上でオンライ

ン授業をどう配置することが望ましいのかといった一歩先の議論が行われつつある。

　初等中等教育においても、GIGA スクール構想の実現が加速したといえる。コロナ禍にお

いても学習活動を継続することができるように、タブレット PC の提供が一気に進んだ。今

では休校になってもタブレット PC を活用して、オンライン授業が提供されるのが当たり前

の状況になりつつある。

　とりわけ初等中等教育では中央教育審議会による答申「令和の日本型学校教育の構築を目

指して：すべての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びの実現」に

おいて、「個別最適な学び」や「協働的な学び」における ICT の活用が全面的に打ち出され

ている。

　「個別最適な学び」とは、個に応じた指導、つまり「指導の個別化」と「学習の個性化」を

学習者の視点から整理した概念となっている（中央教育審議会 2022）。答申によると「指導

の個別化」では、従来のように基礎的・基本的な知識や技能を習得するとともに、思考力・

判断力・表現力等や、自分で調整をとりながら学習に粘り強く取り組む態度等の育成をする

ために、支援が求められる学習者に対してより重点的な指導を行ったり、学習者の特性や学

習の進捗状況に応じて、柔軟な教育方法を用いたり、学習者に適した教材を用いたりするこ

とを指す。

　「学習の個性化」では、基本的な知識・技能等や情報活用能力等の学習の基盤となる資質や

能力等をもとに、学習者の興味関心に応じて学習活動や学習課題に取り組む機会を提供する

ことで、学習者自身にとって最適な学びになるように調整することが求められる（中央教育

審議会 2022）。これらの推進をするにあたって、教員は学習者の躓きや興味関心を把握し、教

育方法に工夫を凝らすことや、学習者が自らの学習状況を確認し、状況に応じて援助要請を
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したり、自らの学習状況を確認したりながら、調整していくことができるように促していくこ

とが求められる。この際に、ICT の活用が考えられる。例えば、教員が提供した教材に関す

る学習者の学習履歴を把握したり、学習者が自らの学習の状況を記録したりするなどである。

　また「協働的な学び」は、個別最適な学びが完全な個人学習に陥り、周囲の学習者との学

びが推進されない状況にならないように配慮する必要がある。探究的な学習や体験活動を通

して、学習者同士や社会における多様な他者と協働をして学ぶことで、社会的な変化に柔軟

に対応し、社会の創り手となることができるような資質や能力を育成することが重視されて

いる（中央教育審議会 2022）。ここでも、ICT を活用し諸外国や他地域など、場所や時間を

超えた交流学習をすることで、他者と協働的に学ぶために ICTの活用が重要になる。さらに、

小学校では、プログラミング的思考の育成に対応することも求められている（文部科学省 

2021）。

　このように、今後は教員が教育活動において ICTを円滑に活用し指導する能力が不可欠に

なると言える。実際、2024年度より教職課程コアカリキュラムが変更になる。従来からの「教

育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）」における（情報機器及び教材の活用

を含む）で扱われていた部分が新たに独立し、「情報通信技術を活用した教育の理論及び方

法」として運用されるようになる。各大学は、「教育の方法及び技術」と「情報通信技術を活

用した教育の理論及び方法」を独立した 2 科目として提供する場合と、これら 2 つの科目に

おけるコアカリキュラムを含み、各内容で 1 単位以上の授業時間を確保し、 1 科目として運

用する大学がある。本学は後者である。 

　教員を志望する学生が ICT 活用指導力を培い、卒業後は教員として ICT を活用した教育

を展開していくことは必須であることがわかる。関西大学では従来から「メディア教育論」

を教職課程の選択科目として配置している。「メディア教育論」では教育における ICT の活

用や、情報モラル・メディアリテラシー・ICT活用能力の育成方法について取り上げており、

今後展開される「教育の方法及び技術」と「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」

の授業デザインを検討する際の一助になると考えられる。そこで本稿では、メディア教育論

における授業デザインとその実践について述べる。

2 ．メディア教育論の科目概要

　「メディア教育論」の到達目標は、「ICT を利用したいくつかの授業実践例とその効果と課

題について説明できる」「学習目標を達成するために適したメディアを選択し、それを活用し

た授業指導案やワークショップをデザインできる」「ICT を活用した教育実践を実施しよう

とする意欲を高めることができる」ことである。

　授業計画を表 1 に示す。授業では、まず ICTが学校教育（もしくはその他の教育場面）に

導入された背景について学ぶことから始める。その後、ICT が教育現場でどのように活用さ
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れているのかについて学び、各現場における ICTを利用した学習の意義、課題について考え

る機会を取り入れている。単に ICTを使うことを推進するのではなく、ICTの効果と課題を

把握した上で、授業目標を達成するためにはどの ICTを選択し、どう教育に活かすことが望

ましいのかを判断できる力を涵養することを目指している。

　また、学習者自身が実際に ICT教材を活用したり、ICTを用いた授業指導案をデザインす

る機会を取り入れたりすることで、ICT利用に対する実践的な知を培うことを目指している。 

教育分野における ICT活用に関して、自ら判断する力や実践的な知を育むために、授業は単

に講義を聞くだけではない。ワークシートを用いた個人演習、グループ演習など学生の能動

的な活動を導入した授業を行っている。学生がグループで考えた意見や個人で考えた意見を

発表する機会を毎回取り入れたアクティブラーニング形式で実施している。実際に学習者自

身が能動的に学ぶ機会を授業に取り入れることで、理論と実践の往還を促し、理解を深める

場づくりを心掛けている。

表 1 ：メディア教育論の授業計画

第 1回　 オリエンテーション　教育メディア論とは？
第 2回　 ICTを活用した授業実践が導入された背景
第 3回 　各教科における ICTを利用した授業実践について考える
第 4回 　電子黒板を活用した授業実践について考える
第 5回 　放送番組の活用について考える
第 6回 　情報モラル教育について考える（1）理論
第 7回 　情報モラル教育について考える（2）実践ー
　　　　  SNS をうまく活用するためのワークショップ
第 8回　 メディアリテラシー教育について考える（1）理論
第 9回 　メディアリテラシー教育について考える（2）実践
第10回 　遠隔教育、eラーニングについて考える
第11回 　ロボットを使った教育について考える
第12回 　プログラミング教育・STEM教育について考える
第13回 　授業外の学習環境における ICT活用について考える
第14回 　防災教育における ICT活用について考える
第15回　 レポートの確認、授業のふりかえり

3 ．メディア教育論の授業デザイン

　ここでは「メディア教育論」全15回の中から、いくつかの授業回を取り上げて紹介する。

なお、2020年度以降はオンライン授業を余儀なくされたが、ここで取り上げた授業実践は対

面で実施している際のものである。

（1） 様々な組織から提供されている教材の活用

　情報モラルやメディアリテラシー等を学ぶための教材を教員が全て作成することは容易で

はない。そこで授業では様々な組織から提供されている教材を活用して授業設計をできるよ
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うにしている。

　第 5 回「放送番組の活用について考える」では、NHK for School のWEBサイトを確認し

て、自分が教える科目でどのような教育番組があるのかを調べたり、実際に 1 つの番組を選

び、その番組を使った簡単な指導案を作成する。その際、NHK for School のサイトには「先

生モード」という教員向けのサイトを参照するように指示している。ここでは、授業指導案

のサンプルやワークシート、教育番組のあらすじや教育番組のポイントがイラスト化されて

おり、ダウンロードができる仕組みとなっている。すでに提供されている授業指導案を参考

にすることで、学生は自分なりの指導案の作成に活かすことができる。

　また、第 6 回「情報モラル教育について考える（1）理論」では、情報モラルに関する講

義を受講した後、学生は独立行政法人情報処理推進機構（IPA）による情報モラルを学ぶた

めの動画教材を視聴する。例えば「映像で知る情報セキュリティ：映像コンテンツ一覧」で

は、情報セキュリティ対策の基本、保護者や学校教育関係者向けのスマートフォンの利用、

中高生向けのセキュリティの話、スマートフォンの利用等多数の映像が提供されている。授

業ではこれらの教材を視聴し、中高生が情報モラルを育む必要性がある際に、どういったと

ころに配慮して指導をするのが望ましいのかを検討する機会を設けている。

　さらに、第 7 回「情報モラル教育について考える（2）実践：SNS をうまく活用するため

のワークショップ」では、LINE みらい財団が無償で提供している教材を活用し、学生にワ

ークショップを実施している。学生が「楽しいコミュニケーションを考えよう！」と称され

たカードを使ったワークショップを体験することで、どのように授業をすすめられるとよい

のか、何に配慮することが望ましいのかについて実体験を以て学ぶことができるようにして

いる。

　情報学を専攻していない教員や新任教員が、自ら情報モラルやメディアリテラシー等の教

材を作ることは容易ではない。しかし、情報モラルやメディアリテラシー等で活用できる教材

は様々な組織から無償で提供されているため、試行的に教材を活用し、実際に体験すること

で、授業でどう使うことができそうなのかを学習者が学ぶことができる機会を重視している。

（2） ICTを活用した実践的な授業

　第 4 回 「電子黒板を活用した授業実践について考える」では、電子黒板教材の作成を行う。

初等中等教育において電子黒板を設置している教室では、黒板と併用して電子黒板を利用す

ることがある。そこで教員になった際に、電子黒板で提示する教材を作成する課題を出して

いる。第 4 回では学生が宿題として作成した電子黒板で利用する教材（パワーポイントのス

ライド）を持ち寄り、学生同士で意見交換をさせたり、教員からフィードバックを提示した

りする。具体的には、どういった目標を達成するために、教材を作成したのか、について学

生同士で意見交換を行う。単に文字を提示するだけではなく、クイズ形式を用いて学習者が

考える機会を取り入れたり、イラストや写真を用いて学習者のわかりやすさを意識したりし



－ 31 －

関西大学 ITセンター年報� 第 12 号（2021）

た教材を作成した学生も多く、学習者の理解を促すためには、どのような点に配慮すること

が望ましいのかについて意見交換が行われた。今後は、電子黒板の利用については教員が教

材を提示するだけではなく、学習者の個別最適な学びに向けて以下に電子黒板を活用するの

かという視点に変更する必要があるだろう。

　第 9 回「メディアリテラシー教育を考える（2）実践」では、NHKから提供されている教

育番組「メディアタイムズ」をまず視聴して、新聞記者がどのようなプロセスを経て記事を

書き、写真を選び新聞を作り上げているのかを学ぶ機会を取り入れている。その後、実際に

学生が、スマートフォンを使って簡単な記事と見出しを考え、撮影した写真とともに記者と

して記事を作り上げる活動を取り入れている。テーマは「関西大学の良さを受験生に伝える」

である。同じテーマであっても各学生によって掲載される記事や写真はそれぞれ違っている。

各記事の内容や写真（アングルや対象等）についてグループになって意見交換をし、共通点

や違いについて学ぶことで受講生自身のメディアリテラシーを育むとともに、メディアリテ

ラシーを育むための教育活動について検討する機会としている。 

（3） プログラミング的思考の育成に向けた授業

　第11回「ロボットを使った教育について考える」では、まずロボットを使った学習にどの

ようなものがあるのかについて学生が講義を受ける。教員は実際に子どもたちが学習してい

る動画を提示しながら、どういった目的があって、この教育が実践されているのかについて

解説を行う。その後、学生たちは様々なロボットを実際に扱い、どのような教育ができるの

かを考える。

　授業で取り上げたロボットは、Sphero 社による「SPRK」、PRIMO 社による「キュベッ

ト」、学研ステイフルによる「はじめてのプログラミングカー」等である。ロボットを扱った

教育を受けている学生や日常的にロボットを扱う学生はほとんどいない。そこで、まずは学

生たちがロボットと触れ合うことが重要であると考え、授業では学生が 4 人 1 組になり、各

ロボットをすべて体験する機会を取り入れている。その後、ロボットで何ができるのか、良

さはどこにあるのか、教育にどう生かすことができそうか、その際どのような点に配慮する

ことが望まれるのか等を学生らで検討する。しかしロボットを活用した授業実践を実際にす

ることは予算的にも容易ではないことが多いため、教員向けの助成金に関するサイトなども

紹介し、自ら教育実践を進める環境の整備についても取り上げている。

　第12回「プログラミング教育・STEM 教育について考える」では、プログラミング言語

SCRATCHを使って簡単なテニスゲームを作成する。本科目は理工系の学生と文系の学生が

受講している。理工系の学生にとっては簡単なプログラミングとなるため、工夫を凝らして

作成してもらうようにしている。文系の学生にも習熟に差はあるものの、TA のサポートを

受けながら全員がテニスゲームを作成することができている。学生からは、プログラミング

は思っていたよりもハードルが低いため、教師になってからも扱ってみたいという声が寄せ
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られている。学期中 1 回のみの実施ではあるものの、プログラミングのイメージがわかない

学生も多いため、プログラミング言語を体験し、実際にどのようなことができるのかを考え

られるようにしている。ロボットを扱う授業回と同様に、まずは学習者自身が経験をし、プ

ログラミング言語に触れ、楽しむことから始める。こうすることで、初学者の学生にもプロ

グラミングを扱うことに興味関心が持てるように配慮している。

写真 1 　プログラミングカーを使ったワークの様子 写真 2 　SCRATCH を使ったゲーム

4 ．メディア教育論の学習環境

　メディア教育論を展開するためには、学習環境も重要である。まずは演習を行うためのPC

教室である。 PC 教室を利用することで、学生は電子黒板用の教材を作成したり、様々なウ

ェブサイトで提供されている教材や教育番組を調べたりすることが容易にできる。但し、2020

年度以降は学生が自分の PCを持参することが増えたため一般教室でも可能だと考えられる。

PC 教室は少し広めの教室を利用している。理由は、授業回によってはロボット等の教材を

持参して扱う授業回があるからである。ロボットを扱った教育の場合、ロボットが移動する

ことがあるため、ある程度のスペースが必要になる。これらのスペースも確保できる場があ

れば、学生が実際にロボットを使った教育プログラムを検討する際に有効である。

　また、演習形式でプログラミング言語 SCRATCHを用いて作業したり、電子黒板に提示す

る教材を作成したりすることもある。ここでは学習者がそれぞれ個別の活動を行っており、

まさに学習の個性化や指導の個別化が生じているため、教員一人できめ細かな対応をするこ

とが困難な場合がある。そこで、本授業では TAを 1 名導入し、学習者の学習活動に対して

支援を提供している。SCRATCHでゲームを作成する際は、理工系学部の学生は円滑に作業

ができるが、文系の学生はプログラミングを扱うことが初めての場合も多く、進捗に差が出

ることが多い。こうした際も TAがいることで、教員と手分けして学習者の支援に回ること

ができる。

　最後に、ライティングラボの利用が挙げられる。ライティングラボは関西大学が提供して
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いる学習支援である。ここでは大学院生のチューターからレポート執筆における助言を受け

ることができる。「メディア教育論」はアクティブラーニング形式の授業で、実践的な演習活

動が多いため、外面的には学習者が積極的に活動している場面が多い。しかしながら、アク

ティブラーニングにおいては内面的にも学習者が学ぶことが重要となる。そこで自分のレポ

ートを何度も見直し推敲することで、授業で学んだ内容を深める機会を得るために、ライテ

ィングラボの利用を推奨している。学習者は執筆したレポートをライティングラボに持参し、

チューターからコメントを得て、再度修正したレポートを教員に提出する。学生からは、自

分では気が付かなかったレポートの修正点がわかったことや、レポートを見直しよりよい構

成にすることができた等の意見が寄せられている。

　以上のように、「メディア教育論」の実践には、教室、教材、TAやライティングラボとい

った学習支援の存在が非常に大きいといえる。

5 ．まとめと今後の展望

　本稿では、GIGA スクールやコロナ後の社会の変化や教職課程におけるコアカリキュラム

の変更に伴い、今後教職志望者には ICT 活用指導力の育成が強く求められることから、「メ

ディア教育論」の授業デザインを紹介した。今後、本学では「教育の方法及び技術」と「情

報通信技術を活用した教育の理論及び方法」を 1 つの科目として運用することになるが、各

1 単位での扱いとなる。またこれらの科目は千里山キャンパスの場合は履修者数も100名前後

となっており、多人数講義となっている。一方「メディア教育論」は履修者数が少なく、演

習形式で授業ができるため、ICT を活用して、デジタル黒板用の教材を作成したり、

SCRATCHを使ったゲーム実習を行ったり、メディアリテラシーや情報モラルを育成するた

めのワークショップを実際に体験しながら学ぶことができる。「メディア教育論」は演習形式

で実践的に ICT を活用する能力を育成したりするために運用することが望ましいと考える。
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教育・研究報告

初年次教育における情報リテラシーに関する 
教育内容調査のアンケートのまとめ（ 1次）

〇実施概要

1 　調査目的

本アンケート調査は、本学各学部における初年次情報リテラシー教育の状況を把握する

ことで、各学部の取り組みを共有するとともに、更なる学生の情報リテラシー向上に繋

げる。

2 　調査時期

2021年 5 月31日（月）～2021年 6 月30日（水）

3 　調査方法

本学各学部から選出の IT センター委員へアンケートを送信し、IT センター事務局へ回

答を返信

・アンケート（Word ファイル）に回答を記入

・�設問は計12問（選択式は必須回答、記述式は最初の設問を除き任意回答・文字数制限

なし）

・設問内容により、学部での情報リテラシー教育科目担当教員、学部代表の教員が回答

・�学部内に複数の専攻や専修があり、 1 年次からそれぞれの教育方針が異なっている場

合、専攻や専修毎での回答可

4 　調査対象

依頼：13（学部）/ 回答：18（学部・学科・専攻）

法学部、文学部、経済学部、商学部、社会学部（社会学専攻、心理学専攻、メディア専

攻、社会システムデザイン専攻）、政策創造学部、外国語学部、人間健康学部、総合情報

学部、社会安全学部、システム理工学部、環境都市工学部（建築学科、都市システム工

学科、エネルギー・環境工学科）、化学生命工学部

5 　調査結果の報告

IT センター所員会議における確認の上、IT センター委員会に報告する。

6 　調査の成果

IT センター所員会議にて調査結果を分析し、本学の情報リテラシー向上に資する IT セ



－ 36 －

ンターサービスの検討に活用する。新サービス提供の準備が整い次第、ITセンター委員

会等にて周知する予定。

アンケート結果概要

　今回のアンケート調査は、各学部における初年次情報リテラシー教育の状況を把握する

ことで、各学部の取り組みを共有するとともに、更なる学生の情報リテラシー向上に繋げ、

ITセンターに期待されるサービスの充実や動画コンテンツの提供など、を精査することを

目的として実施された。

　本アンケート調査から、必ずしも全学部・学科で一致するというわけではないものの、

学生の情報リテラシー教育で問題と感じる原因には、教員視点からは「カリキュラム上で

の時間不足や情報リテラシーを扱う専門教員の不足」、学生視点からは「学生間のリテラシ

ーの差」があること、それらの対応として ITセンターには、「情報リテラシーを学ぶ動画」

や「e ラーニング、出張講義」等のサポートを求めているケースが多いことがわかった。

　ただし、単にこうしたコンテンツを用意・提供するだけではサポートとして不十分であ

り、求めているコンテンツは何か（内容、レベル、媒体、etc.）、教員に使ってもらうため

にどう周知すべきか、情報リテラシーが低い学生にどうアプローチすべきかなど、精査す

べきポイントも明らかになった。

　他にも関大全体として、どう情報リテラシー教育に取り組むべきか、BYOD も含めて

DX をどう考えていくのか等、大変示唆に富んだ結果が得られたと考えている。こうして

得られた貴重な結果を生かし、関大に関わる全員が現代に必要な情報リテラシーを身につ

けられるよう、よりふさわしい活動を続けていく予定である。
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Q 1

「 1 年次生対象の必修科目（必履修科目等を含む）での情報リテラシー教育の状況について

お尋ねします。 1 年次生対象の必修科目において、情報リテラシー教育を行っている科目は

ありますか。ある場合は、その科目を教えて下さい（複数可）」

 
 

 
 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1科目

2科目

7科目

回答なし

学部別・情報リテラシー教育科目の設置数（1年次生対象）

1
1

4
1

4
3

4
6

4
3

4
4

2
2

1
1

2

2
1
1

1

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報の収集
情報の精査と活用

仕組みの理解と活用
Officeの使い方

ネットセキュリティ
情報モラル

リテラシー別配当時間（科目数：1）

実施していない １コマ内で軽く扱う

1コマかけて行う 2コマ・3コマかけて行う

4コマ以上かけて行う

　　　　 　　＊回答なし： 1 学部（学科・専攻）

Q 2

「お答えいただいた科目において、各リテラシーに対する教育をどれくらいの時間、行ってい

ますか。該当するところに「〇」を記入してください。科目が複数ある場合は、それぞれに

ついてお答えください」

　※ 1 コマは90分を指します。

　※「 1 コマ内で軽く扱う」がさしている時間は、長くとも45分以内です。

　※「 1 コマかけて行う」がさしている時間は、約60分～90分ぐらいの時間を指します。
 

 

 
 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1科目

2科目

7科目

回答なし

学部別・情報リテラシー教育科目の設置数（1年次生対象）

1
1

4
1

4
3

4
6

4
3

4
4

2
2

1
1

2

2
1
1

1

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報の収集
情報の精査と活用

仕組みの理解と活用
Officeの使い方

ネットセキュリティ
情報モラル

リテラシー別配当時間（科目数：1）

実施していない １コマ内で軽く扱う

1コマかけて行う 2コマ・3コマかけて行う

4コマ以上かけて行う
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1
3

4
2

6
3

4
3

3
4

3
6

5
4
2

2
1
1

1
1

2
1

1
1

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報の収集
情報の精査と活用

仕組みの理解と活用
Officeの使い方

ネットセキュリティ
情報モラル

リテラシー別配当時間（科目数：2）

実施していない １コマ内で軽く扱う

1コマかけて行う 2コマ・3コマかけて行う

4コマ以上かけて行う

1
1

1
1

1
1

2
1

1
1

1
1

3
1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報の収集
情報の精査と活用

仕組みの理解と活用
Officeの使い方

ネットセキュリティ
情報モラル

リテラシー別配当時間（科目数：7）

実施していない １コマ内で軽く扱う

1コマかけて行う 2コマ・3コマかけて行う

4コマ以上かけて行う

1
3

4
2

6
3

4
3

3
4

3
6

5
4
2

2
1
1

1
1

2
1

1
1

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報の収集
情報の精査と活用

仕組みの理解と活用
Officeの使い方

ネットセキュリティ
情報モラル

リテラシー別配当時間（科目数：2）

実施していない １コマ内で軽く扱う

1コマかけて行う 2コマ・3コマかけて行う

4コマ以上かけて行う

1
1

1
1

1
1

2
1

1
1

1
1

3
1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報の収集
情報の精査と活用

仕組みの理解と活用
Officeの使い方

ネットセキュリティ
情報モラル

リテラシー別配当時間（科目数：7）

実施していない １コマ内で軽く扱う

1コマかけて行う 2コマ・3コマかけて行う

4コマ以上かけて行う

　　　　　　＊回答なし： 1 学部（学科・専攻）
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Q 3

「お答えいただいた科目での情報リテラシー教育において、どの内容を重要視して実施してい

ますか？「情報の収集」～「情報モラル」の 6 項目のうちから最大 2 つまで選択し、該当箇

所に「〇」を記入してください」

　　　　　　 ＊回答なし： 3 学部（学科・専攻）

0 1 2 3 4 5 6 7

情報の収集

情報の精査
と活用

仕組みの理解と活用

Officeの
使い方

ネット
セキュリティ

情報モラル

情報リテラシー教育で重視する内容（科目数：1）

0 1 2 3 4 5 6

情報の収集

情報の精査
と活用

仕組みの理解と活用

Officeの
使い方

ネット
セキュリティ

情報モラル

情報リテラシー教育で重視する内容（科目数：2）

0 1 2 3 4

情報の収集

情報の精査
と活用

仕組みの理解と活用

Officeの
使い方

ネット
セキュリティ

情報モラル

情報リテラシー教育で重視する内容（科目数：7）

0 1 2 3 4 5 6 7

情報の収集

情報の精査
と活用

仕組みの理解と活用

Officeの
使い方

ネット
セキュリティ

情報モラル

情報リテラシー教育で重視する内容（科目数：1）

0 1 2 3 4 5 6

情報の収集

情報の精査
と活用

仕組みの理解と活用

Officeの
使い方

ネット
セキュリティ

情報モラル

情報リテラシー教育で重視する内容（科目数：2）

0 1 2 3 4

情報の収集

情報の精査
と活用

仕組みの理解と活用

Officeの
使い方

ネット
セキュリティ

情報モラル

情報リテラシー教育で重視する内容（科目数：7）

0 1 2 3 4 5 6 7

情報の収集

情報の精査
と活用

仕組みの理解と活用

Officeの
使い方

ネット
セキュリティ

情報モラル

情報リテラシー教育で重視する内容（科目数：1）
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情報の収集

情報の精査
と活用

仕組みの理解と活用

Officeの
使い方

ネット
セキュリティ

情報モラル

情報リテラシー教育で重視する内容（科目数：2）

0 1 2 3 4

情報の収集

情報の精査
と活用

仕組みの理解と活用

Officeの
使い方

ネット
セキュリティ

情報モラル

情報リテラシー教育で重視する内容（科目数：7）
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Q 4

「お答えいただいた科目での情報リテラシー教育を通じ、1 年次生にはどの程度の情報リテラ

シーを総合的に身に着けてもらうことを想定していますか？　本アンケートの末尾にある表

1 に示したリテラシーの習熟度の中で最も合うレベルのものを 1 つ選択してください」

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

レベル1

レベル2

レベル3

レベル4

情報リテラシー教育を通じて
身に着けることを想定する習熟度レベル

1

2
1

2
2

1

4
7

3
2

5
4

11
7

7
8

7
8

1

1
4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報の収集
情報の精査と活用

仕組みの理解と活用
Officeの使い方

ネットセキュリティ
情報モラル

想定する習熟度レベルに対する
学生の到達度（リテラシー別）

全く達していない あまり達していない どちらでもない

ある程度は達している 十分達している

　　　　　　＊回答なし： 3 学部（学科・専攻）

Q 5

「貴学部で実施している 1 年次生への情報リテラシー教育の内容によって、学生は上記で選択

した想定する習熟度レベルにどの程度達しているとお考えですか？　「情報の収集」～「情報

モラル」の 6 項目に対し、該当するところに「〇」を記入してください」

　※�結果になるため、2018年度～2020年度で実施した結果を踏まえ、どうお考えになってい

るか、お答えください。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

レベル1

レベル2

レベル3

レベル4

情報リテラシー教育を通じて
身に着けることを想定する習熟度レベル

1

2
1

2
2

1

4
7

3
2

5
4

11
7

7
8

7
8

1

1
4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報の収集
情報の精査と活用

仕組みの理解と活用
Officeの使い方

ネットセキュリティ
情報モラル

想定する習熟度レベルに対する
学生の到達度（リテラシー別）

全く達していない あまり達していない どちらでもない

ある程度は達している 十分達している

　　　　　　＊回答なし： 2 学部（学科・専攻）
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Q 6

「上記設問において「全く達していない」「あまり達していない」とお答えした内容について

お尋ねします。よろしければ、なぜそのようにお考えになられているのか、その理由を教え

てください」

【注：以下の意見・提案は、ご回答の主旨を損なわないよう配慮のうえ、学部・学科等が特定

されないように要約しています。】

・�当該科目は情報教育を主たる目標とした科目ではないため、情報収集やレポート作成の際

のコピー＆ペーストの禁止等、最低限の情報リテラシー教育を盛り込んでいるが、それに

充てる時間は限られている。

・�学生間の情報リテラシー格差が大きい。情報リテラシーの必要性を自覚していない学生に、

強制力を持って指導する機会をどう設けるかが課題である。

＊回答なし：14学部（学科・専攻）

Q 7

「上記でお答えいただいた内容以外に、貴学部での情報リテラシー教育で課題と感じることは

何かありますか？ご自由にお書きください」

【注：以下の意見・提案は、ご回答の主旨を損なわないよう配慮のうえ、学部・学科等が特定

されないように要約しています。】

・�情報リテラシーに関する前提知識について、入学時の学生のレベルに大きな差が存在する

ため、統一的な教育が難しい。

・�インターネットセキュリティの詳細や Microsoft Office の各ソフトの使い方等について、

情報教育を専門としている教員が学部にいない。

＊回答なし：10学部（学科・専攻）

Q 8

「 1 年次生の情報リテラシーを向上させ、貴学部での情報リテラシー教育を実現するために、

IT センターとしてどのようなサポートがあれば利用したいと思いますか？」

【注：以下の意見・提案は、ご回答の主旨を損なわないよう配慮のうえ、学部・学科等が特定

されないように要約しています。】

・�1 年次生の時から、ネットセキュリティや情報モラルについての講習を受講する機会を設

けたり、e ラーニングを活用した授業を検討してはどうか？

・ �IT センターホームページに設けられているAI チャットボットの性能向上や情報リテラシ



－ 42 －

ーに関する相談・支援コーナーの設置等、学生が気軽に質問できる環境の整備。

・ �IT センターが学生に求める情報リテラシーについて、具体的かつ細分化された指針を提

示する。また、学生の能力レベルに応じた情報リテラシーや PC 操作に関する講習会等を

実施する。

＊回答なし： 4 学部（学科・専攻）

Q 9

「これまで IT センターでは、学生の情報リテラシー向上、とくにインターネットリテラシー

向上のために、⒜～⒡のような活動を主として実施してきました。これらの活動をご存じか

否かを教えてください。該当するところに「〇」を記入してください」

　⒜　インフォメーションシステムや IT センター HP でのお知らせによる注意喚起

　⒝　�IT センター HP における「情報倫理・セキュリティ対策」ページでのさまざまな情報

の発信

　⒞　IT センターオリジナルの情報リテラシーチェックテストの公開・実施

　⒟　情報セキュリティ啓発キャンペーンの実施（ポスターの掲示、講習会の実施など）

　⒠　パソコン相談コーナーによるヘルプ対応

　⒡　「AI チャットボット / まどか先生に質問する」によるヘルプ対応

15

13

12

12

16

6

2

4

4

4

1

11

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(a)：お知らせによる注意喚起

(b)：情報倫理・セキュリティ対策…

(c)：リテラシーチェックテスト

(d)：啓発キャンペーン

(e)：PC相談コーナー

(f)：AIチャットボット

情報リテラシー向上のための
ITセンターの活動に関する認知度

知っている 知らない

　　　　　　＊回答なし： 1 学部（学科・専攻）
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Q10

「上記の⒜～⒡の 6 つの活動で、授業で利用した（＝授業と関連して学生に利用させた）こと

があるものはありますか？　該当するものに「〇」をつけてください（複数可）」

1
1

3

6
3

1
3

6
1

2
1

7
10

8
10

8
13

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(a)：お知らせによる注意喚起
(b)：情報倫理・セキュリティ対策…

(c)：リテラシーチェックテスト
(d)：啓発キャンペーン

(e)：PC相談コーナー
(f)：AIチャットボット

これまでに授業で利用したことがある
情報リテラシー向上のためのITセンターの活動

2020年度以降に、授業時間中に利用した*1

2020年度以降に、授業時間外に利用した*2

2020年度以降、授業内では利用*3していないが、授業で周知のみした*4

2019年度以前は授業内で利用*3していたが、2020年度以降は利用していない

授業内で利用*3したことも周知*4したこともない

　　　　　　＊回答なし： 4 学部（学科・専攻）

＊ 1 　�授業時間中に利用：授業に必要なものとして授業計画に組み込み、授業を行っている

時間中に利用する（学生に利用させる）

＊ 2 　�授業時間外に利用：授業に必要なものとして授業計画に組み込んでおり、授業の時間

外学習や授業を行う上での必要なサポートとして利用する（学生に利用させる）

＊ 3 　�授業内で利用：授業時間中・授業時間外に関わらず、授業に必要なものとして授業計

画に組み込んで授業で利用する

＊ 4 　�授業で周知：授業に必要なものとしては考えていないが、学生の日常での自主学習や

サポートとして授業内で周知する（授業中に直接口頭で、授業時間外にお知らせで、

etc.）
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Q11

「今後、上記の⒜～⒡の 6 つの活動を、2022年度以降、授業で利用したいと思いますか？　該

当するものに「〇」をつけてください（複数可）」

1
1

3

6
3

1
3

6
1

2
1

7
10

8
10

8
13

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(a)：お知らせによる注意喚起
(b)：情報倫理・セキュリティ対策…

(c)：リテラシーチェックテスト
(d)：啓発キャンペーン

(e)：PC相談コーナー
(f)：AIチャットボット

これまでに授業で利用したことがある
情報リテラシー向上のためのITセンターの活動

2020年度以降に、授業時間中に利用した*1

2020年度以降に、授業時間外に利用した*2

2020年度以降、授業内では利用*3していないが、授業で周知のみした*4

2019年度以前は授業内で利用*3していたが、2020年度以降は利用していない

授業内で利用*3したことも周知*4したこともない

　　　　　　＊回答なし： 2 学部（学科・専攻）

＊ 1 　�授業時間中に利用：授業に必要なものとして授業計画に組み込み、授業を行っている

時間中に利用する（学生に利用させる）

＊ 2 　�授業時間外に利用：授業に必要なものとして授業計画に組み込んでおり、授業の時間

外学習や授業を行う上での必要なサポートとして利用する（学生に利用させる）

＊ 3 　�授業内で利用：授業時間中・授業時間外に関わらず、授業に必要なものとして授業計

画に組み込んで授業で利用する

＊ 4 　�授業で周知：授業に必要なものとしては考えていないが、学生の日常での自主学習や

サポートとして授業内で周知する（授業中に直接口頭で、授業時間外にお知らせで、

etc.）
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Q12

「今回は 1 年次生に焦点を当てましたが、2 年次以上の学生、大学院生、留学生など、さまざ

まな学生がおり、彼らの IT リテラシーをどのように向上させるかも課題の一つと考えていま

す。また、教職員のリテラシーが話題になることもあります。そこで、関大に関わる全員を

対象に、IT リテラシーの向上にむけて何かご意見・ご提案があれば記述してください」

【注：以下の意見・提案は、ご回答の主旨を損なわないよう配慮のうえ、学部・学科等が特定

されないように要約しています。】

・�情報リテラシー教育について、他学部での導入事例やサポート体制の情報を提供いただき

たい。

・�情報処理科目を外国語科目のように、全学部共通の必修科目としない限り、ITリテラシー

の強化は難しいと思う。

・�情報に関するモラルは、ほとんどの人間はきちんと理解しているが、ごく一部の者が理解

の欠如から問題を起こす。運転免許証のように、違反を起こした者に対しての再教育に重

点を置いた方がいいのではないか。

・�学生や教職員が参加できる「情報リテラシー講座」等の提供があれば、全学的な情報リテ

ラシーの啓発活動が展開できるのではないか。

＊回答なし：10学部（学科・専攻）

アンケート結果のまとめ

　まず、Q 1 でほぼすべての学部において、1 年次生対象必修（必履修を含む）として、1・

2 科目において情報リテラシー教育を実施していることが分かった。

　Q 2 においては、Q 1 で 1・ 2 科目とした学部は 6 つのリテラシー項目の内、「情報の収集」

に関しては、ほぼ全ての学部・学科が 1 コマ程度以上を当てているが、「情報の精査と活用」、

「仕組みの理解と活用」に関しては 3 分の 2 程度の学部・学科が実施していないことが分かっ

た。「Office の使い方」に関しては、 6 分の 1 の学部・学科が実施していないとしたのに対

し、 3 分の 1 の学部・学科では 4 コマ以上を当てており、学部間で大きな差異があった。ま

た、「ネットセキュリティ」に関しては半数以上、「情報モラル」に関しては、 3 分の 1 の学

部・学科が実施していなかった。 7 科目とした学部・学科に関しては、 6 項目に軽重を付け

ながら、まんべんなく取り込んでいることが分かった。

　Q 3 においては、Q 1 で 1・2 科目とした学部は 6 つのリテラシー項目の内、「情報の収集」、

「情報の精査と活用」、「Office の使い方」を重要視している学部・学科が多かった。「Office

の使い方」に関しては、Q 2 で 3 分の 2 程度の学部・学科は 1 コマ程度以下しか当てておら

ず、興味深い結果となった。
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　Q 4 では、 8 割以上の学部・学科がレベル 2 以上を想定していた。

　Q 5 では、「ある程度は達している」、「十分達している」と回答のあった学部・学科は、「情

報の収集」は 4 分の 3 、「情報の精査と活用」、「仕組みの理解と活用」、「ネットセキュリテ

ィ」は 4 割から 5 割、「情報モラル」は約 6 割、「Office の使い方」は 8 割以上という結果と

なった。

　Q 6 は、回答のあった学部・学科においても内容に差異があるが、総じては初年次の情報

リテラシー教育に学部カリキュラムとしての時間を多くは割けないという事情が見えている

ように思う。

　Q 7 では、情報リテラシー教育で課題と感じていることは多様であることが分かった。比

較的共通していることは、以下のとおり：

　・�大学入学以前に受けてきた情報リテラシー教育にかなりの差があるため、学生間の能力

差が大きい

　・�学部内に情報系専任教員が不足しており、セキュリティ、Office の使い方なども非専門

家か専門を持つ非常勤講師が担当している

　Q 8 では、以下の回答が比較的共通していた：

　・�ネットセキュリティ・情報モラルに関する講習（e-Learning および動画を含む）の提供

　・ �AI チャットボットの充実（適格性）

　・�スキルの劣る学生に対する「PC 入門コース」等のレベル別講習会の提供

　・ �IT センターが最低限要求する情報リテラシーについての具体的な指針の提示

　・�学生が気軽に相談できる環境の充実

　Q 9 では、IT センターの活動の内、⒜～⒠については多くの学部・学科において知られて

いるが、「⒡ AI チャットボット」についてはあまり知られていないことが分かった。AI チ

ャットボットの充実と周知に注力する必要性がある。

　Q10では、IT センターの活動はこれまでは授業内ではあまり利用されていないことが分か

った。

　Q11では、「授業内で利用する予定はないが、授業では周知したい」との回答が多く、ITセ

ンターとしての、より一層の周知活動が必要と考える。

　Q12でも各学部・学科から多様なご意見をいただいたので、IT センターとしても内容を吟

味し、継続して検討する必要があろう。
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【表 1 】リテラシーの習熟度

習熟度 到達内容 リテラシーとの対応
レベル 4 ・�良くデザインされた検索法で、最も適切な情報ソースを効果的に使用して、情報

にアクセスすることができる
・�見慣れない状況かつ複雑な情報から、いくつかの部分を統合して分析的にとらえ、
意見をまとめたり整理したり説明したりすることができる
・� PC が行っている情報処理や PCの構成要素を理解して PCを使いこなすことが
でき、問題が発生すれば自身で対応することができる
・ �Officeツールの数多くの機能を使いこなし、洗練されたレポートの作成やプレゼ
ンテーションを行うことができる

・�表計算ソフトの機能を使いこなし、数多くのデータから適切なグラフを作成した
り、自身で関数入力して適切な数学処理をすることができる
・�情報セキュリティを十分に理解して安全にインターネットサービスを利用でき、
問題が発生しても適切な行動を取り、自身で解決することができる
・�著作権や肖像権などの法的責任を理解したうえで、誹謗中傷など様々なトラブル
に合わないよう、情報発信には最大限の注意を払い、モラルをもってSNSを適切
に利用することができる

情報の収集

情報の精査と活用

仕組みの理解と活用

Office の使い方

Office の使い方

ネットセキュリティ

情報モラル

レベル 3 ・�多様な検索法で、いくつかの関連する情報ソースを使用して絞り込み、情報にア
クセスすることができる
・�見慣れた状況で、複雑な階層を持つ情報から、比較・分類して説明することがで
きる
・ �PC を十分に扱うことができ、サポートやマニュアルを参考にすればある程度の
問題に対応することができる

・ �Officeツールの多くの機能を使って、レイアウトの凝ったレポートの作成やプレ
ゼンテーションを行うことができる

・�表計算ソフトの機能を利用して、複雑なグラフの作成や関数を組み合わせての簡
単な数学処理をすることができる
・�情報セキュリティを十分に理解してインターネットサービスを利用でき、問題点
があればそれを指摘することができる
・�誹謗中傷など様々なトラブルに合わないよう、情報発信には注意を払い、モラル
をもって SNS を利用することができる

情報の収集

情報の精査と活用

仕組みの理解と活用

Office の使い方

Office の使い方

ネットセキュリティ

情報モラル

レベル 2 ・�単純な検索法を使用していくつかの情報にアクセスした後、限られたソースや類
似したソースから絞り込み情報にアクセスすることができる
・�見慣れた状況で、複数の階層を持つ情報から、いくつかの情報を関連付けて結び
付け、整理・判断することができる
・�普段の利用においては困らないレベルで PCを利用することができる
・ �Officeツールの機能を使って、レポートの作成やプレゼンテーションを行うこと
ができる

・�単純なデータに対し、表計算ソフトの機能を利用してグラフの作成や平均などの
処理をすることができる
・�基本的な情報セキュリティを理解してインターネットサービスを利用することが
できる
・�誹謗中傷など様々なトラブルがあることを理解してSNSを利用することができる

情報の収集

情報の精査と活用

仕組みの理解と活用
Office の使い方

Office の使い方

ネットセキュリティ

情報モラル
レベル 1 ・�単純な検索法を使用して情報にアクセスすることができる

・�見慣れた状況かつ単純な階層を持つ情報から、限られた情報を結び付けて整理・
判断することができる
・ �PC の基本的な操作をすることができる
・ �Officeツールの基礎的な機能を使って、簡単なレポートの作成やプレゼンテーシ
ョンを行うことができる

・�表計算ソフトの簡単な機能を利用することができる
・�インターネットサービスを利用する上で、情報漏洩などに代表されるいくつかの
情報セキュリティインシデントが問題となっていることを知っている
・ �SNSの利用において、誹謗中傷など代表的ないくつかのトラブルが問題になって
いることを理解している

情報の収集
情報の精査と活用

仕組みの理解と活用
Office の使い方

Office の使い方
ネットセキュリティ

情報モラル





事 業 報 告
2021年度
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2021年度 事業報告

センター組織

　1982年 4 月 1 日、 千里山キャンパスに「関西大学情報処理センター」が設置され、 2004年

4 月 1 日、同キャンパス内にある円神館への移転に伴い「関西大学インフォメーションテク

ノロジーセンター（通称 IT センター）」へ名称変更された。コンピュータ・ネットワークシ

ステムの管理運営にあたっては、学長傘下の全学的な組織として、「IT センター委員会」が

その役割を担っている。

　同委員会は、センター所長、副所長、及び法、文、経済、商、社会、政策創造、外国語、

人間健康、総合情報、社会安全、システム理工、環境都市工、化学生命工の各学部から 1 名、

学長補佐から 1 名、学長室長、学術情報事務局長、学術情報事務局次長の合計19名で構成さ

れている。

　同委員会の目的は、コンピュータシステムと学内ネットワークを整備し、教育・研究の充

実ならびに事務効率を向上させることにある。また、同委員会では、ITセンター業務の自己

点検、評価を行うため、「IT センター自己点検・評価委員会」を設置している。加えて、所

員 4 名が各システムの有効活用のため、技術支援を行っている。

学　長

ＩＴセンター所長
ＩＴセンター副所長 ＩＴセンター委員会

所員
学術情報事務局長

学術情報事務局次長（ＩＴ担当）

所員会議 自己点検・評価委員会

情報推進グループ
グループ長
課　員

情報基盤グループ
グループ長
課　員
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IT センター委員会委員
2021年 4 月 1 日

所　属 資　格 氏　名
所 長（経済）教授 谷　田　則　幸
副 所 長 （社会安全）准教授 河　野　和　宏
法 学 部 教 授 村　田　尚　紀
文 学 部 准 教 授 井　谷　聡　子
経 済 学 部 准 教 授 岡　田　啓　介
商 学 部 准 教 授 村　上　啓　介
社 会 学 部 准 教 授 松　田　　　剛
政策創造学部 准 教 授 初　見　健太郎
外 国 語 学 部 教 授 池　田　真生子
人間健康学部 教 授 西　山　哲　郎
総合情報学部 教 授 井　上　真　二
社会安全学部 教 授 小　山　倫　史
システム理工学部 教 授 前　　　泰　志
環境都市工学部 教 授 滝　沢　泰　久
化学生命工学部 准 教 授 安　原　裕　紀
学 長 補 佐（経済）教授 佐々木　保　幸
学 長 室 室 長 藪　田　和　広
学術情報事務局 局 長 山　﨑　秀　樹
学術情報事務局 次 長 柿　本　昌　範
 

委員の交代
2021年10月 1 日

所　属 資　格 氏　名
外 国 語 学 部 准 教 授 金　　　　　佳

IT センター自己点検・評価委員会委員
2021年 4 月 1 日

所　属 資　格 氏　名
所 長（経済）教授 谷　田　則　幸
商 学 部 准 教 授 村　上　啓　介
総合情報学部 教 授 井　上　真　二
社会安全学部（副所長）准 教 授 河　野　和　宏
システム理工学部 教 授 前　　　泰　志
社 会 学 部 准 教 授 松　田　　　剛
システム理工学部 教 授 小　尻　智　子
学術情報事務局 局 長 山　﨑　秀　樹
学術情報事務局 次 長 柿　本　昌　範
情報推進グループ グループ長 辻　本　克　之
情報基盤グループ グループ長 中　村　憲　定
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学術情報事務局
2021年 4 月 1 日

役　職 氏　名
局 長 山　﨑　秀　樹
次�長（IT担当）柿　本　昌　範

情報推進グループ
2021年 4 月 1 日

役　職 氏　名
グ ル ー プ 長 辻　本　克　之
グループ長補佐 長　畑　俊　郎
主 任 村　田　直　也

川　邉　　　剛
玉津島　秀　樹
三知矢　真　希
北　株　嘉　純
青　木　靖　太
丹　羽　俊　有
中　芝　義　之
吉　田　尚　美

情報基盤グループ
2021年 4 月 1 日

役　職 氏　名
グ ル ー プ 長 中　村　憲　定
グループ長補佐 宮　口　岳　士

笹　川　　　剛
主 任 鷲　見　暁　史

雨　森　康　倫
温　井　章　文
大　内　　　愛
近　藤　里　帆
前　原　太　陽
内　藤　郁　郎

IT センター所員
2021年 4 月 1 日

所　属 資　格 氏　名
社 会 学 部 准 教 授 松　田　　　剛
総合情報学部 教 授 荻　野　正　樹
システム理工学部 教 授 小　尻　智　子
教 育 推 進 部 准 教 授 岩　﨑　千　晶
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委員会活動

　ITセンターは、各委員会活動を経て運営されている。2021年度に開催された会議と議事は

以下のとおりである。

IT センター委員会

2021年 4 月21日（第 1 回）

メールによる持ち回り開催

報告事項

1 　2020年度 IT センター自己点検・評

価報告書について

2 　（再確認）情報システムの利活用に関

するご要望について

3 　2021年度 IT センター委員会の開催

予定について

4 　その他

⑴　「初年次教育における情報リテラ

シーに関する教育内容調査のアンケ

ート」の依頼について

⑵　大阪府に「新型コロナウイルス感

染症緊急事態宣言」が発出された場

合の IT センターの対応について

2021年 6 月 2 日（第 2 回）

メールによる持ち回り開催

報告事項

1 　「情報システムの利活用に関する提

案・ご意見」の提出状況について

2 　Adobe CC 2018のライセンス期限切

れに伴うアンインストールのお願いに

ついて

2021年 7 月 7 日（第 3 回）

報告事項

1 　「情報システムの利活用に関する提

案・ご意見」の回答について

2 　2022年度事業計画案について

3 　2021年度千里山キャンパスの法定停

電に伴う IT サービスの停止について

4 　学生に対する関大My プリント・印

刷ポイントの特別加算措置について

5 　新 OMR の運用について

6 　（再周知）Adobe CC 2018のライセ

ンス期限切れに伴うアンインストール

のお願いについて

2021年 9 月 1 日（第 4 回）

審議事項

1 　2022年度事業計画案及び2022年度

予算申請案について

報告事項

1 　2021年度千里山キャンパスの法定停

電に伴う IT サービスの停止の結果に

ついて

2021年11月17日（第 5 回）

報告事項

1 　2021年度新規事業の進捗状況につい

て

2 　ITセンターグランドデザインについて

3 　「初年次教育における情報リテラシ

ーに関する教育内容調査のアンケート」

について

4 　退職者・卒業生向け IT センター各

サービスの利用期間について

5 　ITセンター 4 階レイアウト及び運用

の変更について
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6 　その他

⑴　法人関係事項

　学内関係書類の電子申請について

2021年12月 1 日（第 6 回）

メールによる持ち回り開催

報告事項

1 　「初年次教育における情報リテラシ

ーに関する教育内容調査のアンケート」

について

2 　新入生への「IT センター利用申請」

一括登録について

3 　ITセンター所管パソコン教室におけ

るソフトウェアのアップデートについて

2022年 1 月19日（第 7 回）

メールによる持ち回り開催

報告事項

1 　「講義収録・配信システム」運用終了

に伴う「Panopto」への移行について

2 　私立大学情報教育協会実施の令和 3

年度「私立大学教員の授業改善調査」

へのご協力について

3 　その他

⑴　本学サーバ機器へのサイバー攻撃

（ランサムウェア）について

2022年 3 月 2 日（第 8 回）

報告事項

1 　2022年度予算申請について（最終報

告）

2 　ITセンターが所管するパソコン教室

の春季メンテナンスについて

3 　セキュリティインシデントについて

4 　マークシート読取装置の誤読について

5 　（再依頼）私立大学情報教育協会実

施の令和 3 年度「私立大学教員の授業

改善調査」へのご協力について

6 　「初年次教育における情報リテラシ

ーに関する教育内容調査のアンケート」

まとめの外部公開内容について

7 　大学構成員の情報リテラシー向上の

ための ITセンターHP動画コンテンツ

の作成と公開について

8 　2022年度 IT センター所管の各種委

員会開催予定案について

IT センター所員会議

2021年 5 月19日（第 1 回）

協議事項

1 　「初年次教育における情報リテラシ

ーに関する教育内容調査のアンケート」

について

2 　ITセンターグランドデザインについて

報告事項

1 　ITセンターホームページのリニュー

アルについて

2 　遠隔授業実施期間中の IT センター

の状況について

3 　ITセンター自己点検・評価委員会委

員の構成及び2020年度 IT センター自

己点検・評価報告書について

2021年 7 月21日（第 2 回）

協議事項

1 　 2 「初年次教育における情報リテラ

シーに関する教育内容調査のアンケー

ト」について

懇談事項

1 　ITセンターホームページの「障害情

報」の取り扱いについて

2 　ソースポッド（SPC Leak Detection）

について
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2021年 9 月15日（第 3 回）

協議事項

1 　「初年次教育における情報リテラシ

ーに関する教育内容調査のアンケート」

について

報告事項

1 　ITセンター委員会の報告事項について

2021年10月20日（第 4 回）

協議事項

1 　「初年次教育における情報リテラシ

ーに関する教育内容調査のアンケート」

について

2 　大学構成員の情報リテラシー向上の

ための ITセンターHP動画コンテンツ

の作成と公開について

2021年12月15日（第 5 回）

協議事項

1 　大学構成員の情報リテラシー向上の

ための ITセンターHP動画コンテンツ

の作成と公開について

報告事項

1 　「初年次教育における情報リテラシ

ーに関する教育内容調査のアンケート」

のまとめ（ 1 次）について

2 　「関西大学 IT センター年報第12号」

への投稿依頼について

2022年 1 月19日（第 6 回）

協議事項

1 　大学構成員の情報リテラシー向上の

ための ITセンターHP動画コンテンツ

の作成と公開について

報告事項

1 　「関西大学 IT センター年報第12号」

の「教育・研究報告」執筆者について

2 　「初年次教育における情報リテラシ

ーに関する教育内容調査のアンケート」

まとめの IT センター年報への掲載に

ついて

3 　その他

⑴　本学サーバ機器へのサイバー攻撃

（ランサムウェア）について

2022年 2 月21日（第 7 回）

Microsoft Teams（投稿）による開催

協議事項

1 　「初年次教育における情報リテラシ

ーに関する教育内容調査のアンケート」

まとめの外部公開内容について

2 　大学構成員の情報リテラシー向上の

ための ITセンターHP動画コンテンツ

の作成と公開について

報告事項

1 　2022年度 IT センター所管の各種委

員会開催予定案について

2022年 3 月16日（第 8 回）

協議事項

1 　大学構成員の情報リテラシー向上の

ための ITセンターHP動画コンテンツ

の作成と公開について

報告事項

1 　「初年次教育における情報リテラシ

ーに関する教育内容調査のアンケート」

まとめの外部公開内容について

2 　マークシート読取装置の誤読について

3 　「IT Navi 2022」（教員用・学生用）

の発行について

IT センター自己点検・評価委員会

2021年12月13日（第 1 回）

メールによる持ち回り開催

審議事項
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1 　ITセンター自己点検・評価委員につ

いて

2 　自己点検・評価報告書の作成について
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活　動　報　告

　2021年度も前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症が世界各国で猛威をふるい、社会、

経済、医療、福祉、教育、そして我々の生活様式に至るまで、さまざまな面へ甚大な影響を

与えることとなった。

　本学においても、大阪府からのオンライン授業への移行要請等に基づき、 4 月16日及び17

日の対面授業は休構とし、 4 月19日から 6 月20日及び 9 月21日から10月11日を原則遠隔授業

とする対応となった。「学校法人関西大学　新型コロナウイルス感染症に関する対策本部会

議」による「新型コロナウイルス感染症に対する事業活動等の基準」における各事業の取扱

いを適宜改定し、感染防止に努めながら事業運営を行ってきた。

　ITセンターは、この状況下において教育・研究活動を止めることがないよう Zoom等のビ

デオ会議システム、関大 LMS や Dropbox Kansai University 等の学修支援ツール、各種シ

ステム・サービスの管理・運用のほか、在宅勤務を実現するための技術的支援を担った。

　また本学では、新型コロナワクチン職域接種（大学拠点接種）を実施し、その中で IT セ

ンターは千里山キャンパス会場の接種予約システムの構築・運営管理を担い、計 2 万 6 千名

以上の学生・教職員とそのご家族等へのワクチン接種を無事に行うことができた。

　一方、新型コロナウイルス感染症対策以外の活動としては、2020年度に文部科学省「デジ

タルを活用した大学・高専教育高度化プラン」に採択された本学の取組み 2 件に関して、今

年度も引き続き「学修者本位の教育の実現」、「学びの質の向上」に資するための環境整備に

注力した。加えて、情報セキュリティに関する対応の強化策として、既設の危機管理基本マ

ニュアルの中から、情報セキュリティインシデントに関連する事項を個別に切り出した対応

マニュアルを新たに策定し、危機管理委員会、IT 政策専門部会にて了承された。

　事務職員が主に管理・運用する各種業務システムについては、IT政策専門部会の下に「業

務システム点検・評価委員会」を置き、さらに同委員会の下に若手メンバーを中心に構成し

ている「業務システム運用調整会議」において、「業務システムの今後のあり方」についての

議論を重ねた。複数に分散したマスターデータや、スクラッチ開発とカスタマイズにより運

用保守が複雑化した現状のシステム構成から、可能な範囲でマスターデータの統合管理やサ

ービス・機能の一体的な運用を図ることを目的とした共通プラットフォームを構築する方向

性が確認され、次年度以降で中期的に再編・再構築することを検討して進めることとなった。

1　教育・研究支援

・�KUDX推進として、GSC（グローバルスマートクラスルーム）を活用したオンライン型授

業に、キャンパス内から遠隔で参加できる SLS（セルフラーニングスペース）を IT セン

ター 4 階に設置した。
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2　ネットワーク整備

・�本学が加入している国立情報学研究所の学術情報ネットワークを SINET5から SINET6へ

移行接続した。

・�キャンパス間における事務用ネットワークと教育研究用ネットワークの統合をミューズキ

ャンパスならびに堺キャンパスで完了した。

・�無線 LAN（KU Wi-Fi）に関して、BYOD 無線 AP 増設（最終年次）を実施した。

3　マルチメディアコンテンツ

・�Panopto の運用開始に伴い、講義収録・配信システムの運用を停止し、学内の動画配信サ

ービスを一本化した。

4　広報

・�問い合わせが多い無線 LAN（KU Wi-Fi）や関大Myプリント（オンデマンド印刷）など

のサービスについて、動画マニュアルを充実させた。

5　開発

【統合データベースシステム】

・�大学 IR や DX に資する統合データベース構想の第二弾として、認証情報を集約したユー

ザマスタデータベースを構築した。

【認証システム】

・�クラウドサービスとシングルサインオン（SSO）を実現する為に、システムリプレイスを

実施し、IdP を利用したフェデレーション認証方式を採用したサービスを開始した。

【統合バックアップシステム】

・�仮想化基盤のバックアップを効率的に実現しつつ、ディザスタリカバリや既存資産の有効

活用、世代数の増加、ランサムウェア・標的型攻撃を考慮したプライベートクラウド型バ

ックアップシステムを導入した。

6　システム運用

【インフォメーションシステム】

・�お知らせに「サムネイル」の表示と「気になる」ボタンを追加し、利便性の向上を図った。

【保護者ポータル】

・�第一高等学校・第一中学校の2022年 4 月運用開始に向け、システム改修を行った。

【学事システム】

・�成績照会画面に改修を行い、法政大学との単位互換交流学生もブラウザから成績状況を確

認できるように対応した。
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【スタディアブロード支援システム】

・�サービス環境のセキュリティ対応を実施した。

【学術認証フェデレーション（学認）】

・�図書館と連携し、学認 SP「TaylorFrancis」「CiNii Research」「ToyokeizaiDigitalConte

ntLibrary」を認証連携した。

・�「AXIES（大学 ICT 推進協議会）」「mdx（データ活用社会創成プラットフォーム）」を認

証連携した。

・�サービスの停止により、「NII 学認連携Moodle 講習サイト」の認証連携を削除した。

・�サービスの移行により、「OUP Journal SAMS Shibboleth 2  SP」の認証連携を削除し、

「Oxford University Press-Shibboleth 3  SP」の認証連携を追加した。

【学費収納システム】

・�修学支援制度変更に伴うシステム改修を実施した。

【財務システム】

・�各種制度変更に伴うシステム改修を実施した。

【キャリアシステム】

・�ユーザインターフェース改善の為、就活コンテンツの作成、KICSS 内でのカレンダー構築

等のシステム改修を実施した。

【グループウェア（ desknet's NEO ）】

・�事務手続きの電子化を進めるために、desknet's NEO の機能である AppSuite による申請

書アプリを利用した学内申請書類の電子化を進め、電子化された申請書をとりまとめた「電

子申請ポータル」の開設を行った。

・�ユーザインターフェース改善の為、システムバージョンアップを実施した。

【薬品管理システム】

・�高圧ガス管理機能の改善の為、システム改修を実施した。

【電子出勤簿システム】

・�業務報告機能について、利用対象者の拡張を実施した。

【奨学金システム】

・�各種奨学金制度変更への対応及び管理系機能の改善を実施した。

・�修学支援制度対応のために管理機能を強化した。

【プロジェクト管理ツール】

・�各業務システムのシステム開発・保守ベンダーとの案件管理の円滑化のために、プロジェ

クト管理ツール「backlog」を導入した。

・�対応状況の進捗管理と保守工数の確認等の運用保守体制の強化を実施した。
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センター利用状況
（2021.4.1～2022.3.31）

1　IT センターホームページ利用
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4月度 5月度 6月度 7月度 8月度 9月度 10月度 11月度 12月度 1月度 2月度 3月度

学部生 1,717,56 1,552,31 1,878,02 1,687,72 1,050,11 1,328,77 1,525,45 1,600,82 1,832,91 1,951,74 2,113,60 2,418,76

院生 167,153 148,882 188,652 174,525 132,808 157,834 181,481 196,637 196,456 211,793 251,110 302,104

教員 666,136 575,275 647,320 603,927 472,139 585,692 621,719 584,711 530,230 550,023 549,749 587,714

卒業生 184,226 152,157 142,261 141,697 148,420 136,343 168,152 150,425 151,670 160,174 144,307 116,251

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

4月度 5月度 6月度 7月度 8月度 9月度 10月度 11月度 12月度 1月度 2月度 3月度

学部生 35,856 36,432 38,668 34,408 14,801 22,346 32,385 31,215 28,742 31,010 25,499 22,357

院生 10,771 11,333 9,971 8,823 6,493 8,593 8,598 8,028 7,019 8,107 9,623 9,912

教員 89,625 70,980 78,545 74,450 56,442 77,785 80,742 75,887 64,959 68,689 71,738 73,066

卒業生 1,909 927 976 852 529 807 700 598 393 390 419 377
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2　関大 Web メール（Microsoft365 Outlook）利用

⑴　受信数

⑵　送信数
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４月 ５月 6月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

インフォメーションシステム 707,809 256,901 296,355 297,336 122,676 355,967 239,352 187,455 175,064 220,547 133,136 296,898
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
第４ステーション 871 225 1,041 1,301 295 230 1,485 1,599 1,487 756 132 429
第３ステーション 500 20 835 1,018 101 119 964 1,041 1,136 170 192 421
第２ステーション 304 5 260 290 79 133 323 478 452 301 135 161
第１ステーション 557 28 681 1,070 82 66 932 1,484 1,239 460 39 128
オープンPCコーナー２ 2,504 655 1,862 3,343 250 617 2,771 2,754 2,444 2,193 94 25
オープンPCコーナー１、３、高機能 2,963 940 2,412 3,571 293 952 3,203 3,243 3,008 2,457 878 751

利
用
者
数

3　インフォメーションシステム　トップページアクセス数（ポ―タルシステム利用）

4　パソコン利用
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白黒 175,404 68,791 163,377 360,384 21,189 72,422 253,181 231,211 229,096 272,120 36,290 43,057
フルカラー 11,289 2,804 11,619 35,789 1,987 5,683 22,716 21,143 20,811 27,095 7,431 5,613

面
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5　関大 My プリント（オンデマンド印刷）利用



－ 65 －

関西大学 ITセンター年報� 第 12 号（2021）

106,854 
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Google Chrome

Microso� Office Word

Microso� Office Excel

Mozilla Firefox

Microso� Office Powerpoint

Microso� Visual Studio 2017

nrLauncher

SPSS Sta�c�cs

Microso� Office Access

Dropbpx

MATLAB

VirtualCloneDrive

Adobe Acrobat Pro DC

Lhaplus

R

MKEditor for Windows

Microso� Visual Studio 2015 Professional

Adobe Premiere Pro CC

Microso� Office Onenote

Autodesk

Tera Term

Dviout

eclipse

VLC media player

BCPAD

Maxima

SPSS Amos

Microso� OneDrive for Business

Microso� Visio

WinSCP

Adobe Photoshop CC

サクラエディタ
OpenCV

FCPAD

JMP

Skype for Business

Adobe Illustrator CC

Winshell

Adobe Acrobat Reader

Adobe A�er Effects CC

Adobe Lightroom Classic CC

Audacity

TeraPad

Inkscape

SPSS Modeler

GoogleEarth Pro
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KH Coder
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ホームページビルダー

利用回数

6　アプリケーション別　利用回数（2021.4.1～2022.3.31）
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2021年度
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　IT センターが管理する各施設の利用時間は以下のとおりである。

　日曜日、祝祭日など、関西大学の学則により指定された休業日のほか、入学試験期間中は、

原則として閉館。閉館日、利用時間の詳細、変更はホームページから確認が可能。

1　円神館　IT センター

階 室　　　　名 月～金 土

1＊1
パソコン相談コーナー

9：00～17：00
4月・5月および9月の授業日

9：00～17：00メディアステーション
2 IT センター受付 9：00～17：00

4＊1

オープン PCコーナー

9：00～19：50＊2 9：00～16：50
BYODエリア
クリエイティブワークコーナー
利用相談コーナー

＊1　夏季・冬季休業中は閉館。
＊2　授業がない月～金および授業のある祝日は16：50で閉館。

2　尚文館 マルチメディア施設＊3

室　　　　名 月～金
マルチメディア編集室

9：30～16：30
マルチメディア管理室

＊3　夏季・冬季休業中は閉館。

サービス時間



－ 70 －

西館

堺キャンパス千里山キャンパス
高槻ミューズ
キャンパス

高槻キャンパス

六甲山荘

第１学舎 第２学舎

第３学舎 第４学舎

岩崎記念館・
児島惟謙館

尚文館

凜風館 新関西大学会館

以文館 図書館・簡文館

ハイテク・
リサーチ・センター

学術フロンティア・
センター

総合研究室棟 凱風館・誠之館・体育館

関西大学会館
イノベーション創生
センター

FW
教育・研究

へ

・・・ 100Mbps

・・・ 10Gbps

・・・ 1Gbps

・・・ 無線ＡＰ設置

・・・ 200Mbps

梅田
キャンパス

第１ステーション
文情報処理室

第２ステーション
経商ＭＭＬ教室等

第３ステーション

第４ステーション

教育・研究

事務

C棟

B棟 F棟

E棟

A棟

Internet

高岳館

K棟

ＩＴセンター

SINET6
データセンター

バックアップ

アイス
アリーナ

D棟

データセンター

ＩＴセンター

飛鳥文化研究所・
東京センター

事務 事務 事務事務

教育・研究 教育・研究

A棟 学舎

教育・研究

VPN

VPN

関西大学学術ネットワーク構成図【 KAISER 】
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システム構成一覧

分類／種類 システム名 概　　　要 サービス対象／利用部局

ITトータル
システム基盤

統合認証システム
学生、教職員、保護者等へシング
ルサインオンにより多彩でスムー
ズなサービスを提供

・�全学
データ連携基盤 教務、認証情報等を複数のシステ

ム間で連携・同期させ、一元管理

サービス系
情報システム

ICカードシステム
学生証、教職員証を IC カード化
し、入館管理や出席管理、健康管
理等に活用

入館管理システム セキュリティレベルに応じた入館コ
ントロールを行い、ログ情報を収集

インフォメーションシス
テム（ポータルシステム）

学内各システムと連携して情報・
サービスを提供

・�全学生（非正規生を含
む）、全教職員、保護者
（学部生・併設校）

関大ポータル インフォメーションシステムに連
動するスマートフォン向けアプリ

・�全学生（非正規生を含
む）
　�全教職員

学生カルテシステム
学生情報を一元管理、全学的に共
有し学生一人ひとりに対するきめ
細かな指導を支援

・�事務職員
・�理工系学部・政策創造
学部教員

学術情報システム 研究業績や研究論文など大学が所
蔵する学術情報をデータベース化

・全教育職員
※�検索・照会は一般に公
開
・�研究支援グループ（管
理機能）

図書館システム
約236万冊の蔵書管理に対応し、マ
イライブラリ・Web貸出予約機能
を装備

・�全学生、教職員
・�図書館事務室（管理機
能）

図書館関係機関システム
研究所（5カ所）、資料室（3カ所）
の図書、雑誌の検索、貸出管理を
装備

・�全学生、教職員
※�貸出機能は人権問題研
究室のみ

初中高図書室システム 併設校の図書検索、貸出管理 ・�併設校児童生徒、教
諭、事務職員

キャリア支援システム
（KICSS）

キャリアデザイン機能、活動支援
機能を装備

・�全学生（就職活動学生）
・�キャリアセンター（管
理機能）

CAPシステム
学生に対し職務適性をアドバイス
するなどキャリアプランニングを
支援

・�全学生
・�キャリアセンター（管
理機能）

エクステンション・リー
ドセンター
受講生管理システム

リードセンターの講座、受講生を
管理

・�全学生、教職員、一般
受講生
・�リードセンター（管理
機能）

クラブ管理システム

体育会、文化会、学術研究会、単
独パート、ピア・コミュニティの
部員登録や管理、事務局などへの
諸届、戦績の管理

・�全学生
・�スポーツ振興グルー
プ、学生生活支援グル
ープ（管理機能）
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分類／種類 システム名 概　　　要 サービス対象／利用部局

サービス系
情報システム

健康管理システム 自動計測器との連携による診断デ
ータ収集および健診結果の閲覧

・�全学生、教職員
・�保健管理センター（管
理機能）

薬品管理システム 劇毒物の保管量・使用量、高圧ガ
ス、廃液の管理 ・�理工系学部学生・教職員

心理相談システム
（心理相談室電子カルテ
システム）

電子カルテの一元管理 ・�心理相談室

心理臨床電子カルテシス
テム 電子カルテの一元管理

・�心理臨床センター教
員、相談員、臨床心理
専門職大学院生

奨学金システム 各種奨学金の出願・選考・管理
・�全学生
・�奨学支援グループ・国
際部（管理機能）

スタディー・アブロー
ド・プログラム支援シス
テム

外国語学部「スタディー・アブロ
ード・プログラム」の情報検索、
連絡先の管理

・�外国語学部生
・�政外オフィス、SA 支
援センター

学校インターンシップ管
理システム

学校インターンシップ実習先および
派遣学生の管理、統計データ作成 ・�高大連携センター

学生相談支援システム 障がいのある学生に対する支援スタ
ッフの円滑な支援の提供と相談記録

・�学生相談・支援センタ
ー

教務系
システム

学事システム（基幹系）
（ Campusmate-J、時間
割編成支援システム）

学籍情報の管理、カリキュラム編成
支援

・�学部生・院生・非正規
生／学事局
・�交換留学生／国際部

学事システム（サービス
系）
（履修・成績Webサービ
ス他）

履修および成績の一元管理

・�全学生（非正規生含む）
・�学事局（管理機能）
※�一部検索・照会機能は
全教職員

証明書自動発行システム 学生証を利用した証明書発行機能
を装備

・�全学生
・�学事局（管理機能）

シラバスシステム シラバス入稿、検索表示機能を装
備

・�一般公開
・�学事局（管理機能）

出席管理システム 学生証を利用した授業出席データ
の収集・管理

・�授業担当教員
・�学事局（管理機能）

授業アンケートシステム 授業アンケートを収集、フィード
バック

・�全学生、全教員
・�学事局（管理機能）

初中高教務システム 併設校の学籍、成績、進路指導等
の一元管理

・�併設校教諭、併設校事
務職員

eラーニング

関大 LMS 授業資料の提示、テスト実施、レ
ポート提出、採点等を装備 ・�全学生、全教員

OpenCEAS
授業資料の提示、アンケート、レ
ポート提出、複合式・記号入力テ
スト等を装備

・�全学生、全教員

講義収録・配信システム 講義の映像や資料等をインターネ
ットや携帯情報端末に配信 ・�全学生、全教員
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そ　の　他

1　パソコン・印刷機器 整備状況

施　設 場　所 P　C プリンタ

ITセンター（円神館）

オープン PCコーナー1 38 5
オープン PCコーナー2 65 2
オープン PCコーナー3 28 2
クリエイティブワークコーナー  4 0
パソコン相談コーナー  0 2
メディアステーション  4 0

尚文館 1階
マルチメディア施設

マルチメディア編集室＊1  3 0
マルチメディアコンテンツ
ライブラリ保管管理室＊2 12 2

＊1　オーサリング用 PC
＊2　マルチメディアコンテンツ作成用 PC（ライブ配信用 PC含む）

2　無線 LAN、情報コンセント 整備状況

場　所 無線 LAN
アクセスポイント

認証系情報
コンセント数（教卓）

認証系情報
コンセント数（その他）

千里山キャンパス

第 1学舎 307  77 231
第 2 学舎 213  43 423
第 3 学舎 185  12 134
第 4 学舎 450  14 110
そ の 他 349   0 232

高 槻 キ ャ ン パ ス 217  26 196
高槻ミューズキャンパス 118 103 121
堺 キ ャ ン パ ス 135  52  98
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関西大学インフォメーションテクノロジーセンター規程

� 制定　昭和57年 3 月12日

（設　置）

第 1 条　関西大学に、インフォメーションテクノロジーセンター（以下「センター」という。）

を置く。

（センターの目的）

第 2 条　センターは、高度な情報通信技術を用いて、教育・研究及び業務（学校法人の業務

を含む。）を支援し、教育・研究の充実及び事務能率の向上に資することを目的とする。

（業　務）

第 3 条　センターは、前条に規定する目的を達成するため、次の業務を行う。

⑴　情報通信ネットワークの管理・運用

⑵　教育・研究を支援する情報システムの開発・運営

⑶　センターが設置する情報機器の管理・運用

⑷　教育・研究における情報端末利用者のための技術指導

⑸　情報教育に係る技術支援

⑹　e ラーニングを目的としたコンテンツ制作に関わる技術支援

⑺　マルチメディア教育研究の実施支援

⑻　法人業務に関わる情報システムの開発・運用支援

⑼　その他センターの目的達成に必要な業務

（センター委員会）

第 4 条　センターの適正な管理運営を図るために、センター委員会（以下「委員会」という。）

を設ける。

（委員会の構成）

第 5 条　委員会は、次の者をもって構成する。

⑴　センター所長（以下「所長」という。）

⑵　センター副所長（以下「副所長」という。）

⑶　各学部から選出された者　各 1 名

⑷　学長補佐　 1 名

⑸　学長室長

⑹　学術情報事務局長

⑺　学術情報事務局次長（以下「次長」という。）　 1 名

2 　前項第 3 号に規定する委員の任期は 2 年とし、再任を妨げない。
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3 　前項の委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。この場合において、後任

者の任期は、前任者の残任期間とする。

4 　第 1 項第 3 号に規定する委員は、学長の推薦により、理事会が任命する。

5 　所長が必要と認めたときは、委員以外の者の同席を求め、意見を聴くことができる。

（委員会の審議事項）

第 6 条　委員会は、次の事項を審議する。

⑴　第 3 条に規定する業務の基本方針に関すること。

⑵　その他センター業務の重要事項に関すること。

（委員会の会議）

第 7 条　委員会は、所長が招集し、議長となる。

2 　委員会は、委員の過半数の出席をもって成立する。

3 　委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長が決する。

（職　員）

第 8 条　センターに次の職員を置く。

⑴　所長

⑵　副所長

⑶　所員

⑷　事務職員

2 　センターの事務組織及び事務分掌は、学校法人関西大学事務組織規程に定めるところに

よる。

（所長）

第 9 条　所長は、所務を統括する。

2 　所長は、学長が専任教授のうちから理事会に推薦し、理事会が任命する。

3 　所長の任期は 4 年とする。ただし、再任を妨げない。

4 　所長が欠けたときは、補充しなければならない。この場合において、後任者の任期は、

前任者の残任期間とする。

（副所長）

第10条　副所長は、所長を補佐する。

2 　副所長は、学長が教授又は准教授のうちから理事会に推薦し、理事会が任命する。

3 　副所長の任期は、 2 年とする。ただし、再任を妨げない。

4 　所長に事故があるときは、副所長が所長の職務を代行する。

（所　員）

第11条　所員は、所長の命を受け、情報通信技術の専門的見地からセンター業務の円滑な遂

行を支援する。

2 　所員は、所長が専任職員のうちから委員会の議を経て学長に推薦し、理事会が任命する。
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3 　所員の任期は 2 年とする。ただし、再任を妨げない。

4 　所長が、特に必要があると判断した場合は、第 2 項に規定する資格を有しない者のうち

から、委嘱による所員を置くことができる。

5 　前項の所員は、所長が委員会の議を経て学長に推薦し、理事会が委嘱する。

（自己点検・評価委員会）

第12条　委員会の基本方針に基づき、センターの業務を自己点検及び評価するためにインフ

ォメーションテクノロジーセンター自己点検・評価委員会を置く。

2 　前項に規定する委員会の構成、運営等については、別に定める。

（事　務）

第13条　委員会の事務は、情報推進グループが行う。

（補　則）

第14条　この規程に定めるもののほか、センターの運営に関し必要な事項は、委員会の議を

経て定める。

附　則

1 　この規程は、昭和57年 4 月 1 日から施行する。

2 　関西大学電子計算機室規程は、廃止する。

3 　当分の間、センター所員の数は第11条第 4 項による所員を含めて約10名とする。

附　則

この規程（改正）は、昭和60年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、昭和63年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成 6 年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成 8 年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成 9 年11月28日から施行する。

附　則

1 　この規程（改正）は、平成12年 4 月 1 日から施行する。

2 　第 5 条第 1 項第 5 号に規定する外国語教育研究機構選出の委員の数は、当分の間、 1 名

とする。

附　則

この規程（改正）は、平成13年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成14年 4 月 1 日から施行する。
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附　則

この規程（改正）は、平成15年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成15年10月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成16年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成18年10月 1 日から施行する。

附　則

1 　この規程（改正）は、平成19年 4 月 1 日から施行する。

2 　第 5 条第 1 項第 4 号に規定する委員のうち、政策創造学部、システム理工学部、環境都

市工学部及び化学生命工学部選出の委員の数は、当分の間、 1 名とする。

3 　この規程施行の際、新たに就任する政策創造学部、システム理工学部、環境都市工学部

及び化学生命工学部選出の委員の任期は、第 5 条第 2 項の規定にかかわらず、平成20年 3

月31日までとする。

附　則

この規程（改正）は、平成19年 4 月 1 日から施行する。

附　則

1 　この規程（改正）は、平成20年 4 月 1 日から施行する。

2 　平成20年 4 月 1 日付けで学長が推薦する所長、副所長の任期は、第 9 条第 3 項及び第10

条第 3 項の規定にかかわらず、平成21年 9 月30日までとする。

3 　平成20年 4 月選出のセンター委員会委員の任期は、第 5 条第 2 項の規定にかかわらず、

平成21年 9 月30日までとする。

4 　平成20年 4 月選出の所員の任期は、第11条第 3 項の規定にかかわらず、平成21年 9 月30

日までとする。

5 　インフォメーションテクノロジーセンタージョイント・サテライト及びマルチメディア

教育・研究推進委員会規程（平成 9 年11月28日制定）は、廃止する。

附　則

この規程（改正）は、平成21年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成21年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成24年10月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、2018年 4 月 1 日から施行する。
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附　則

この規程（改正）は、2019年10月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、2020年 4 月 1 日から施行する。

附　則

この規程（改正）は、2021年 4 月 1 日から施行する。
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編　集　後　記

インフォメーションテクノロジーセンター所長
経済学部教授　谷　田　則　幸

　この 2 年半ほどの間は、新型コロナウィルス感染症の蔓延による影響をさまざまな面で受

けてきた。2022年 6 月現在、大学内ではマスク着用や手指消毒などの対策は継続して行って

はいるものの、日々の感染者も大きく減少し、ようやく長いトンネルを抜けたかのように思

える。このまま、平穏な研究・教育が行える状態に戻ることを心より願う。

　さて、2021年度の本年報には、IT センター所員の先生から 2 篇の投稿を頂戴した。

　一つ目は河野和宏氏による「文理融合学部における AI 教育の実践：文系にもわかりやす

い実習を目指して」である。政府による AI 戦略2019や2021年に文部科学省が創設した「数

理・データサイエンス AI 教育プログラム認定制度」などにより、大学においても文理を問

わず AI 人材を育成するための教育改革が求められている。関西大学においても全学あるい

は各学部でそれぞれに対応しているところであり、経験に基づく多くの実践例が盛り込まれ

ており、私自身も大いに参考にさせていただきたいと思う。

　二つ目は岩﨑千晶氏による「教育における ICT活用を促す教員育成を目指したメディア教

育論の授業デザイン」である。前述のAI 教育改革は小・中・高等学校でも求められており、

実際にそれを担うのは各学校の教員ということになる。そのため、科目を問わず ICTを活用

し、適切なメディアを用いながら授業を行うことができる教員を育成することは極めて重要

な責務と言える。そのような教員が多くいれば、小・中・高等学校における「数理・データ

サイエンス・AI」の基礎的リテラシーの修得なども可能となり、大学における発展的な教育

へもスムースに移行できるものと考える。ぜひとも、「メディア教育論」でご尽力いただき、

そのような教員が一人でも多く輩出されることを願うばかりである。

　2021年度における IT センターの主な活動は「活動報告」に記されているとおりであるが、

加えて本学にも CSIRT（Computer Security Incident Response Team: コンピュータに関

するセキュリティ事故対応チーム）が発足したことをご報告したい。企業のみならず大学に

おいてもセキュリティ対策が重要視されている。いったんセキュリティ事故が発生するとサ

ービスの継続や復旧、法的な対応など多くの人的コストを要し、組織のイメージ低下にもつ

ながる。CSIRT は事故が発生することを見込んだ体制づくりがなされており、有事の時にも

迅速な対応が可能となる。いうまでもなく、そのような事故が起こらないようにすることが

第一義であるため、事故を未然に防ぐことが IT センターの日々の業務となる。教職員・学

生のみなさんが安心して利用できる ICT 環境を維持・提供し、CSIRT が活躍する場が生じ

ないよう、努めたいと思う。
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